加子浦の工業化 : 岡山県日生町の場合 by 岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会,
｢蟻研究 節9緋
加 子 浦 の 工 業 化
ノ












? ー? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?
? ??













































下から1 4人 5人<は 4
下から9 2 図
















































































































































































































































































発 刊 に 寄 せ て


















昭 和 40年 6月
日 生 の 概 徴
日 生 港 大 繰 網
遠洋浜子死亡者追悼碑
大 阪窯業 耐火 日生工場
品 川 白煉 瓦 日生工場
川崎炉材 日生工場
夜間操業から帰って網を干している打瀬網舟
網 代 に 張 られ て い る 坪 網
目第 l章 日生の自然的条件 と土地利用
1. 溺れ谷の帝軌こ位置する日生
2. 干 拓 の 進 展 と 日/_L湛
3. 乾 燥 し た 気 候
4. 土 地 利 用
5. 戦中戦後における開腰加茂の進展
第 打草 加 子 浦 日 生 の 近 世 の 姿
1. 近 世 の 日 生 の 概 観
2. 近虻における口生の生活諸相
3. 岡山帝の海上交通史上における日/L
Ll. 大 多 府
5. 帝牧,狩猟地としての鹿久居島
6. 流罪地としての腫久居島及び偽島
第 W葦 漁 業 の 隆 替
1. 共同体的ないし半共同体的漁業
2. 個 人 漁 業
3. 外 洋 進 出
4. 朝 鮮 進 出 と そ の 引 換
第Ⅳ章 工 業 化
1. 日生町における工業化の特Ti-
2. 工 業 の 形 成 過 密
3,製 射 光
と くに 三 魁 網 に つ い て
4. 耐火 レンガ工盟の生産構造 ･
付 とくに三瀬灘について
5. 造 齢 業 の iI.産 構 造

































第V茸 交 通 の 発 達 と 産 業
1. 山 陽 線 開 通 以 前
2, 山 陽 線 閑 適 以 後
3. 赤穂線開通以後における交凪 商圏
4. 滴 業 と 商 店 街
5. 内 海 と 日 生 海 運 業
雛 Vl筒 社 会 集 団 の 諸 相
1. 第 一 次 的 典 団
(a) 家族 (b) 同族 (C) 親族
2. 日 牛 町 協 同 糾 合
(a) 日咋 町 の 産 業 分 布
(b) 日 生 漁 業 協 同組 合
(C) 頭 ulj漁 業 協 同組 合





















(C) 婚 姻 圏
2. 現 代 に お け る 福 浦
? ? ?
? ? ?? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ??
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1. 福 浦 村 新 田
面馳 ま約43町歩,干拓年代は泰長～元和牢
間というだけではっき.')しない.｢郡JG古記｣ ピ
により庫安2年3月幕府-具申した術前洋中 写其① 古十手 Tl･,ミ請け新田(手前)と福柄新田の境界



















2, 福 浦 新 田
福斬新田は津田永忠か手こなる藩営新田である.岡山藩は相沢蕃山が ｢国に田畑ばかりにて山林不
毛の地なきは士民共.=便り悪しきものなり,野は野にてノおきfLIるぞよく鳳 そのうえ新田を間きて古
























































































第 1表 兼 備 干 拓 計 画 長
工 区 名 地l互両駅 塊 J也 _i:吋 目地
艶 久 居 500町 30α町 1401Tr
i /=E 72. 38 24
久 /I 井 127 82 20
恥 癖 68 40 16










































































計画をたてた. (第5回) 日 生 壮 改 捗 ニⅠ 画































第2蓑 潮 汐 干 満 衷
潮 位 名 称 馴 位(m) 肌 測 時 j lJ.L:J 考
朔望 平 均 満潮面 1.53 昭和34年7月28日giL6管区海上保安部にて厨.)奄した㌢t料による,
卿 出 平 均 干 潮 而 0.53
平 均 醐 位 1.03
･'第-3牽 現 有施 設状 況
1. Lt,-し 路
第 3表 航 路 概 況
名 称 巾 Lユ 延 長 現在叔深 備 考











第 4表 防 波 堤
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川 崎 炉 材 〟
日 ′LIn]年 目Ii妨炎
日 /i M】字 四 軒 監
日｣三町 手 稲 小 指
日 生 町 宇 目 陽 奥
Il生 町 rt1:湾 頭
中 ロ 生 〝 I EIJt,町 t`r.中 日 Ji
現在梢 (m)i主 な 用 途
(-)1.0 越 壬号
(-)1･9 1 〟 ,旅 客









1. 入 港 船 舶
第7蓑 船 鹿 別 入 港 船 舶 数 El本同姓帝統計
＼誉こ汽 船 俄 帆 船 汁壁 トソ 隻 卜ノ 班 トン′
uTl和 25年 2,088 44,874 1,903 41.717 3,991 85,591
26 2,125 56,080 114 ll,127 2,239 67,207
27 3,701 87,981 911 87,166 4,612 175,147
28 1,843 43.877 8,186 82,808 2,9⊥2 126,685
29 1,843 43,877 1,140 87,260 2,983 131,137
30 726 56,265 1.173 93.490 ⊥.899 149,755
31 725 56,185 i.257 120,930 1,982 177,115
32 728 56,420 1,347 128,600 2,075 185,027
33 6,465 197,425 1,981 218,260 8,446 415,685
34 6,480 97,784 1,720 112,534 8,200 210.318
35 7.070 295,720 1,912 213.870 8,982 509,590
36 8,252 219,340 1,999 240,592 10,251 659,932
37 6,893 208,410 2,244 215,758 9,137 424,168
38 7,128 188,302 3.152 285,044 10,280 473,346
,'Llお避難船は台帆時壬とLて機帆船および漁船が相当入港するが,港内が狭隆のため非常にIaL乱 し
危険である.
2. 取扱 貨 物 地
第8衷 品 種 別 取 扱 甥 物 ILt (I.ソ) i｣本国帖帝統計
年別 昭 和 35年 昭 ′和 36年 昭 利 37年 昭 和 38年
l.■卜純別 移tLi移 入 -抄 出 移 入 移 可 移 入 移 可 抄 Ii
油 fir1: ｣ 12,637- 7.14lI 16,465 224,753 19,570 1-■ 17,460
石灰およびコークス 6,495 5,529 ｣ 6.685
紙幣 髭 芸粁 亡.セ メ ン ト 72'5ヨ 5:I,:…… 169'9:三 64,999 77,191 238,759 110,088
1.37 127 1,525 1,2383679
剣玉および Ju]製.l7 15∝) 120 2830
JL 材 ,rii 4,7181847970l 2,310 4,628223 1583831 261 2.901 ll,835 3,125
他 姓 物 1,478 1,572 1,546
そ の 他 雑 1号 J44 1627 797l 4,773t' 746
≡t 81 .166i 80,896! 177.536 95,736I 240.034 112.113 250,449j 1.5,,46
19
第 9表 取 扱 貨 物 _TL (トソ) 日本国縫帝統計
年別税別 移 出 移 入 I 計
昭 和 25年 53,011 10,301 63,312
26 12,054 ll.420 23,474
27 46,531 53,221 99,752
28 50,984 34,016 85,OCK)
29 53,449 34,087 87,536
30 54,710 33､464 88,174
31 65,819 45,232 111,051
32 104.841 66,987 171,828
33 96,407 57,157 153,564
34 42,717 50,539 93,359
35 81,166 80,896 162,062
36 177,536 95,736 273,272
37 240.034 112,113 352,147
38 250,449 145,746 396,195
3. 乗 降 人 月
第10表 乗 降 人 員 数 日本国拡朽軌汁
年別純別 乗込人n ヒ距人n .il
昭 和 25年 59,434 61.057 120,491
26 26,350 31,143 57,493
27 62,277 63,691 128,968
28 52,570 50,570 103,140
29 55,755 52,710 108,465
30 67,419 64.452 131,871
31 83,760 79,174 162,934
32 94,384 88,716 183,100
34 81,542 79.733 161,275
35 88,539 90,052 178,591
36 98.380 95.220 193,6∝)
37 101,650 96,970 198,620
第5章 日 生 工 業 港 計 画
I. 趣 旨 お よ び 方 針
本計画は昭和35年 1月前日生町並布告敬治氏から1ご記要旨により. 日生港改修計画嗣充力の依桁が
日本港湾脇会尾に提出され 同協会が同年12月立案 したものである. (要旨一本港約岸は碑が多く埋
立訴菜の適地が各所に点在 し,これが土地造成額装を/(7･ない今後の工場群致を計る予定であるなど本
港の韮寧性を詳述 し,この際一周本港を商工菜港として発展さす計画をお願い致 したい｡) 本港の水





























(徳 田 和 (.)
3.乾 燥 し た 気 候











第 1表 長 鳥 /.^ 象 台 月 綿 (昭和37年)
rj 箪 温JIL 均oC蝦 lF.lJ九ュ 低紬%皮 胤 l紺 m,S当 降 m*-当 L-l照t剛
12345 4.9628813_56 8.0196ll64208 0.81639821 5 638572 m 真 情 …i喜
6 20.8 22.9 17.3 81 9.0 2.0 302.0 163.7
789 26.0852 28,230.51 23.14614 ≡ :6…… …1.2 1 1……三喜 …:2…JIZ7
10 18.4 21.8 14.0 67 5.3 1.7 103.2 195.3
ll 12.8 15.7 8.9 71 5.6 2.1 69.3 145.5
12 8.2 ll.8 3.8 69 4.5 1 2.5 45.1 194.4
第2衰 艮 ),'!, 気 象 台 月 経 (昭和38年)
)1 ､＼ lt 温 oC 湿 %此I.ill.9風 速∩/ら 降 水 も七mm 日ltj.時日"'J[平 均 l瓜 高 磁 位
1 2,2 5.5 - 1.7 57 4.7 4.7 6.5 218.9
2 3.6 6.9 -0.8 66745 4.75,571 3.0 25.7 178.5
3 8.0 ll,4 2.7 2.1 79.1 216.2
4 1 9 1 3 94 21 1503 592
5 18.4 20.5 15.0 85 8.8 1.6 294.8 81.4
6 22,5 24.8 19.5 84 8ー9 1.6 292.3 121.7
7 26.8 29.4 23.4 79 6.8 1.7 65.2 228.0
8 27.5 29.6 24.1 77 6.9 2.6 234.4 204.1
9 22,9 25,5 19.2 72 7.1 1.8 114.8 162.4
10 17.8 21_0 13.7 69 5.5 1.7 91.0 187.6
ll 12.8 16.1 8.8 68 5.1 2,1 33.0 177.8
12 8.5 ll.6 4,0 68 4.al 2.5 17.2 161.7




ト-､ 繋温r'C(平均) i.h],_ 度 % r 降水滋 mm
1 4.86 66.5 41,1
2 5.42 68.0 48.7
3 8.75 67.6 71,4
4 14.28 69,7 121.5
5 18.28 74.0 128.4
6 21.89 78.5 169.3
7 26.44 79.8 111.9
8 27,59 75.0 126.3
9 24.44 73.8 147,1
10 18.53 71.1 86.9
ll 13.22 69.9 . 53.i)
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J 2 3 4 5 d 7 8 9 /0 〟 J2
第4衰 長 島 の 気 候 年 聞 平 均 値
一､＼年 - 先払 oC湿虹%風速m/S降水丑mm 日照時間 t
30 16.1 71 2.5 850.3 2.089.6
31 15.4 71 2.3 1,107.4 2,117.4
32 15.4 71 2.3 1,070.3 2,051.5
33 15.9 68 2.1 1.099,2 20,61.4
34 16.7 73 2.5 1,130.4 2,280,8
35 16.3 72 2.3 1,111.7 2,401.7
36 16.5 71 2.3 1,467.8 2,229.6
37 16.0 70 2.5 1,015.8 2,342.3
38 15.4 72 ･ 2.3 1,404.3 2,097.5
39 16.4 72 2.1 1,112.5 2,047.2




第 5表 県 内主 要 地 の気 候 平 均 値
気 温 qCl舶 度 % 凪逮m/S降 水漣 mm i FI照時間 t
長 )"lj 16.0 71 2,3 1,132.O I 2,186.7




第6表 頭 島 と倉 敷 の 気 候 観 測 記 録
( )は極値を示す
これを長島気象台の記録と比較すると次のようである.
第7表 頭 島 と長 島 の 気 院観 測 記 録
気 温 (平均)oC
空 _ _土 _｣｣し __守 _































































第8表 長 島 の 降 霜
初 霜 終 Pl:T'
昭和36年 12月 2 日 4月 10日
37年 12月 5 日 4月 5 日
















I. 鳥 の 水 不 足
.r:i.では飲料水は井戸水∴たよるしかなく,したがって雨も圭の少ないこの地方では,水不足のrLり題は
深こくである.
イ)島 の 飲 料 水









































































万羽riと11]桶で80カ (1カニノ(ケ ツ8杯)640杯と/亡る.多くの水が使われている. パイプで苑鶏
専用の)暮巨を拙 リ給水している.
2. 陣 に お け る 飲 料 水
陸にふける飲料水はか こふけるほと不足 してはいない,しかし,土地の高いところでは水道かよく
出ないところがある.そこで昔からの古い非j=llを似')ことがある.
ィ.井 戸 の 分 布

























































(柴 部 赤 伸)































表2 島 峡 部 の 気 候
月 1 2 1 3 1 4 [ 5 r 6 1 7 1 8 9 10 ll ･2 1 計
∴ 千 二牌 両 日 教 1 7.2El 4.1 7.1○12.3117.1 21.0 25, 26.8 23.3l17.5 12.2 7.0(平均)14.8
-芯 .㌫ 1--㌫ fT 8- l-161.2.165.9109,2162.7122.5 60.4 36.2 1183.8
- ト- -8.9 7.4 11,1 103371.69.7140.3 7.9 7,1 i21.6












衰3 専業 及 び兼 業 別 農 家 数 (S35福浦地Li含まず)
総 戸 数 噂 業 l].'主 賓 愚 研 一 托親革漣項 数 F第二 協約 銀 貨 顔
凄4 規 模 別 避 寒 戸 数
30 7 -ル以下 30-50 アー ル 巨 0-100 7-ル 巨 0～150 7-ル
兼5 主 要 段 産 物 (S.35)
メl言等物1米 麦 頬 -ツカ メ/<コ 馬絹L"摘1義弟L食豚巨の他
作け面研 hG70 h(1110 h(I5 hQ2 _ t at 二281 119 空 i誓 ■.守




















表6 盛 地 増 成 計 画
入 棒,.-57戸 榔 反-rL-:0戸 兼業農の増反r.,.-69トf












表 7 専菜 及 び兼 繁劇 予 想 段家数 (S.45予想)
絶 -i=;衣 l 串 英 旗 凍 l 弔一級頂業腹家 I 締二 億 兼草良家
蓑8 規 模 別 良 家 予 想 (S.45予想)










表9 塊 産 物 生 産 計 画 (S.45子想)
＼L.＼チ岸物t∠分 ､､､_ 栄 麦 預 馬 鈴 薯 読 菜 再 実 額 ･芸作物 i.1 染 l養 豚 巨 の他
生 産 且 t1,480 820 1,550 574 840
(第 1図)





(2) 33 二 土 壌 区
寒河地Fと棚田地･.帯で,油土.土挽 く作物収の仲良に制約を受ける.漏れ 老朽化現象/･いらぢ
るしく,水稲作に於いて:ま裾貰,低位′主産地とみなされている.





































F^ 舶 家207 離脱脈 l差引現在20 106 101
21 675 186 488
22 682 148 534
23 199 36 163
24 219 30 189
25 194 8 186
26 95 1 94
27 123 4 119
28 62 30 32
29 94 5 89
30 72 9 63
31 35 1 34
32 58 2 56
33 81 81











































年 沌 k7,. 鹿 久 居 氏
月 世帯数 絶入r1 世情敏一絶入Lj
22.10.1 人48 20862 843659 65 ll 人36
23.8.1 40 141
25.10.1 34 143






31年 1戸ずつ,32年 3戸である.前任地とLては,所払25戸･日生11戸･大多府 1戸,県内27県外
写fi:'.ま洩之泊より窄めた州拓也
(向 うこ由り:.'7,柁久居仏)













地形/こついてみると,鹿久El掛 よ石英粗面岩,LLJ地 (1-25〕m),傾斜 10-15土壌非火山灰,強酸
性,砂質,塩基欠乏.洩島.花払･LE;I,山地 (1-159m),憤斜3-5,非火山灰, 弱酸性,砂質,塩基

























虚 業 外 収入
5万円～ 10 10-15 15-20 20以上
事 業 兼 ぷ 表
ヤ 基 い7卜 純 棚 第 二棚朋














(的 功 鐘 生)
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第Ⅰ草 加子浦 日生 の近世の姿













































第 1凄 村 方 戸 口 耕 地
高(石) 田畑(皮) 戸 人口 1戸当り反別(畝)
日 生 83.4 154.815 161 922 9.15
寒 河 142.15 317.2295 119 939 26.20
福 浦 162.12 463.3125 111 725 41.22
すげトLIE朽腸記
第2衷 近 世 日 生 の 漁 船 数








































































































(日 中 民 了)
2.近世における日生の生活諸相
(1) 戸 口 の 推 移





約50エト胤に人口はおよそ2倍に近 く増加 Lている,また戸数もこの期l糾こ2倍以上に増加 している.
近世-における-･蜘 勺な戯村村落か,人口において皆しい符掛 生を示しているのに くらべ,日生村はそ
の帆向とは対照的に戸数 ･人口とも特徴的に増加の途をたどっている.それは,日生村掛 こおける人
46













耶2衷 村/<高 ･家数 ･人数讃上帳 (人保12咋)
日 ′E_村 l寒 .(7.1村 福 浦 日 h';捕qrm
I._U (Tj-) 83.4 142.15 162.l_3 310.063
複 数(iT) 407 171 131 76





こ(′り豪によれば, ET生村の高は他の燕 河村 ･声高胴.I･i,r.1浦新L臼と比べて,相当低いの(J=もかか)-)り
チ,人Ljや家数は,それらに比べて一段と多いことが1^ シ'〕れる.






(2) 村 役 人
地力史料がないため村役人の状態などはっきりつかめないか,Ll生村の名主 ･五人糾頭の名前と動
覇佃限,それ∴塞河村 ･捕り附 の名主名の断片とを年付蜘こたとり第3衣にあらわすと,次の通 りて
hる.
第 3 表 日 生 の 近 世 村 役 人










誹,(4蓑 日 生 村 ･石 高 ･畝 数 の 推 移
･這 ヒ三十 ′… こ 2 i元 株 10 E享 保 13 天 保 10 文 政 7 文久年間
竺r;｢,&芸('買上 50,585 J l:::::,2 j …≡;≡… 158,02284797 154,41680221 797 156,8258003一84.797
残 高(石) 149,665 151,047 149,941 150,522 150,523 151,188
物 蚊(J′) 86,665 86,100 85.672
･鴫 物 成(〟 ) 83.805 83,800 84,672
在 米(,/) 91,lOO I 91,957













故に 1反に付 およそ 1石2斗 4升5合










物成 20石4斗4升2合 免5ツ 5分 5厘
その他
聞 方 2町7反 1畝18歩
新 開 方 4反 6畝 9歩半
このように約半数の田畑数は,下/I田･下々畑である.このことこよっても,土地条件が戯帥地と
してはいかに虐いかをよく表わしていると思われる.では,このような田畑はn生村のどのような位






























次に,漁業の種類を見ると,搾取 ･網代軌の2故がある.浮漁は入会次第て所々船を押廻 り網引 ･
釣を垂らして軌を行なう.I-A/-ヒ村の漁場は,柿磨 ･和泉 ･頂拝 ･紀伊 ･淡路 ･阿故 ･讃岐 ･備中 ･備













る.漁村における人口が漸増し, また海面上の区域もあい まいであるため,漁場争論が しばしは起
り,従来から漁茶権を拳塵している村が権利を慮るようになったのであ7'う.
次にl｣生村海面漁場区域をみよう.西は和気郡穂浪村境字呼子轍 ･邑久郡虫明村宣布浜 ･長島中丸




























































へ出張 して吟味 した とで,両村とも新規職とみなし抑止めとなった. このような状態で(.L,流漸網,
躍a')を専業としている人は困るので 1ヨ然活はへ経てJIE.llをfLてている者が和競 うようにrLる.ところ
が7月以来,伽LI]村鯛縦と唱して新規のかけはへ釣を行TLうので,それならば Ll生村の流漸網も許す
ようにと申立て,大庄庭井が出張 して両Jj誹 り合 うように といい渡 されたれ JUJ-とも納得せず,このよ
うfL状態になると漁師は困窮致すので轍鮒網A.lY,許 してほしいと率'rT所へLtl立てている.その結果次の





時代が下だるにつれて,さらに複雑化 してい くか,解決方法は依然として,前例に従ってなさか るの
である.









(B=] 中 恵 子)
3. 岡山藩の海上交通史上における日生
).加 千 滴 と し て の 日 生
(1) 加 十 浦 の 役 捌
最初に加子情の役 目であるが, Ej竹 よ漁場区域図の如 くその海面簡域内で, ｢雌敵船溺死人7レ,(




加 7-を課されてその役を果した.また ｢岡山滞政史の研究｣ (谷口澄夫著)によれは,大阪登船で当
常から大阪へ移送する物堅tで主位を占める大阪臥丑御歳米の輸送に,岡山 ･金岡 ･内大寺 ･片上 ･北
浦 ･小串 ･郡の7加子輔が当ったが,琶米が増大Lたときには7町村の他に,胸上 ･尻海 ･浦伊部 ･








第1表 加 J'･ 浦 役 (正好3年)
郡 村 名 人 歩 u 挑 村 名 人 4;.I
御野郡択 野 村 天夢｢25.0 ‖児L棚 , 村m u;- I- - - A20.8
丁;-江 村作成部今 保 10.0 北 浦 jLt 27.49 阿津 手.I 160
ヒ;nJ耶平 井 村 30.6 宮 浦 村 3,5
申 井 村 19,2 小 巾 村 14.2
念 岡 村 22.7100 胸 上 村 6,55.0
邑久郡片 岡 村 8.0 明暦2年ヨリ新田分 1人冊 JrT 計 380.7 26ケ村
宿 毛 村 3.1
9.4
邑久郷村 6.3 = ≡ 二 章一 下脚 艮 浜 村LR之浦- l. ≡ 喜 岩
鹿 忍 村 14.3 4.7 l
ノ卜怒†寸 34.3 2.1
尻 梅 村 5.7 4.255
'm海 下す 6.7 樽 竺仰兄郡日 生 村 16.4 25.9 明暦3年J:i)iyt
矩 田 村 8.0
片 上 村 30.0 仰 山 10,0 罷女6年より増




なるが故に,働方等ほすべてEI乍 村 の指凶を受けるとい う条件つきでFi-1tされている.このように加千
滴でない為に不利な条(Flを負わされた.











久 ･児島/i:どの;IE;郡かいっしょになって,海上御馳走 ･水船･漕船 ･加子役を勤めたが, ｢州 唱.[り
御上 り之節は,下津井出ケ浦 ･呼杉浦此五ケ珊計｣(藩法割きl岡山藩上)で勤丘･わた.下 りの際l.L/i7数




U.南 nLlu 移 送









常があったとき,特に耶伸の異常は,船/rf の 30センチのところにある棲印よりも深 く沈み,他の米戯
または私の商,)'L･の荷物を机んでいることか考えられる.こんな場合は,役人 村役人が立合って船中
を検査 し,違反の品があれはそq)場所で取掛 ザている.また,病拭とか不慮の死で人数が不足 したと
きは,もし必要があれば,その村で不足人数だけ舵わせた.その他に,城米船が韓でないところに寄



























味を受けた上で.荷物を取掛 ヂた者に昌 平荷物てあI山よ20分の 1,沈荷物であれば10分の 1/J･現物で
渡された.ところれ 寛政7年より ｢向後は郁て､何物にてほ不和汲,Jl:･[仏和応之代金蝕こて 1 (藩
法典l岡山港下)涯すこととなった.難敵Hrlがあれは その村役人から折主/＼湘手形か波され,流蹄
第2表 難 船 実 数
年 月 U 珊 yr‖大 き .さ J=71-捕
天保2年11月 垂 -中 蒜 訂 日 /L〟
〝 5.8 土 州 の 船 4 〝 35/′肥 fJi了固平FJ'の 10 J/ 1809 2 /
〝 9▲12 肺中国倉敷の船 7 〝 90〝 JI















































他の馳/とについては,正徳元'Lliと大和2叫 二おける馳走は, その人数が 6,000人を越える英大なもの
58
J^)'7,-3 JL;: 加 下 浦 役 ')こ 働
通 行 人 年 可 官芦 去誓 ,T る馳去ヒ 圃 ri,Jh.f 参 考 り1 糾
朝 鮮 イ占 使.大和2年 1.o詔醜3i恕 訂 露 語 ヂ' 不 二f御船非柵船倣 御船手惣役人数
朝 鮮 信 帖正徳元年 不 詳 8, 12 1人 内 6.113人 (浦辺重き井fl.:AプJ-EL'I軒 硬判人)1.85 1,76 水火抑 卜JLF) 不 .iY;.来叩,']ニ付御,Yft日'qI1役人之人数父朝 鮮 イ言 使宅暦14年 103級 不 :;lFl7q鮮入来qlIJ御節音山般
長崎上値jJ'田又兵術小 切苅 'G7貞耳元年 147胞内退避帝睦 _347人内296人(滞加子) 不 ;辛1人ll｣上位井御L=順f御通行之節御搬一組帳
松 平 駿 河 守元禄11年 389汲半 llf､肌托7山⊥l LI.FoT1馳走記蝕I
1.726人5分(加子敬) ≠1_什又lA.エ7llS､
青 山 柿 膳 守元禄11年,A.■Fリ75腔半盆 47娘 409人(I)lH-‡乍)145^ (" 1人 lll准1升Lq.上7.合S/J
京極崩粉介殿 元禄11年 725胞半 1人1日
ン′ヽ 一 御家来衆 3.811人53L-: 米1升又(上7令5勺
#*行牧野柾六郎弘化3年 4捜16人 不 許 (和気肺肝本家文.lり御船4;-行牧野権六l'!r'防御姫棚 徴仰lLJ.浦辺仕帖










る待遇の改E-･=1このりだ したのである.すなわちそれは,名分上 ･財政上 儀礼の対T･化や〕｣照のN･'約
･簡素化などがあるが,ここでは冗伐の節約 ･簡素化についてのべてみたい,
朝鮮Ik･節が勅使の待遇よりもiTt;く取扱わ手Lているので.名分なみだるものとみて,饗応を.江戸 .
大阪 ･京の外は,往路は赤目Hll対 (下はJ),帰紺は駿桁 ･名古掃 ･牛窓に限施 し,その他は米 ･酒 ･魚
等の食料を給することになった.このためft物の租駅が庵めて少 くなり,備敗の心配のないものとな
ったことは負担の著しい軽減であった.
そこでもう一触 第 3表をみると.宝耶14年の馳走は,船数 ･人数とも.=減少している,このこと
が新井白石の使節待遇の改昔によるものかどうかに閏 Lては,それ損 保 するとすれば,正独ノt'Llの
馳走がすでに減少していな くてほならないに もかlnlっらず,そ うなっていJ'LL､という馴 '･1点が放る･
59
正徳以後の史料に当たることかできな く,どんな変化をし-/=のかを詳 しくみることができないし,朝
鮮人 ･7｣しリノ＼臥 二よ･｢⊂Lt.,臥)ELI)船独 ･人数か増減すると考えられ, さらに来 朝の吋こより,気候
やそr)他の軌針と,港,=珊~(jこす,5,1耶 'l/)､1とけ′頼 よ そのJ_地の負担の断 も大きくなり,その後の寄港
地で駐lYIす るから3,敬の人や船がIJETfされることになるから, この表たけでは,決定的な結論を出す
ことかできない,
(長 fJl,智 恵 11)
4.大 多 府
o大 多 府 の rul] 港
大多府 (昔は大5',3と制 ､ていた｡) はE]生町に所属する小さな島である. この島は元禄 10年以前
紘,無人J:.1)であったが,元禄10年9月上旬に松平･薩摩守が参勤交代の途次210日の荒天をこの 大冊に








｡大 多 府 の 位 WLIL.
大yJrf.rL.-,(上目!卜.町の最翻 .rF'-I,D小);∫,で.もり,他のhJ=l,や村との交通は海上適法r_よって 行/'i:わ,ilてい
た.大多昭島から訊.',t, 諸村-i:での船路は次のごとくになっている,
岡ILl京橋･･･11里 虫明I.･･-2里 牛窓 - -･･4=F比半 難田･･････2重 日生････1里
寒河･･ ･-2nl 摘171･･2土1_半 小T打 ,lJ-･5l-･_ 軍律---6里 坂越･･･I,Hf]_
明石･- I-19Jn 大阪･-r･34Dl_
この大肌 .1,./1諸J:7,との貿易は余 り/17/.rbずむ しろ汎称uL_[･の役Elを持っていた.大喪捌£下津#,牛窓
を経てこの大冊に寄 り,飲料水,薪炭を給 し,光波の明石瀬戸をさけて室沖に上陸 し,室拝から縦で
江戸まて登っていた.
O御在BT所,加子番所




番役V=仰せ付けられる,こ'.I)li71人'.i)く淵在番を 一 年代r)につとめるよ･j仰せつけ 吊 1.ち.この後,寛
保元年 (1741)11月より在苗役は一人で詰めるJ:),.=rLつf=.そしてその後次/<と勤め文久2年(18
62)に在荷役になったTi閏竹Jr'=k氏を最後に臆滞車で軒在していた.この大きF:亨の御71番所は,大開,日
















O御 郡 医 者
大軌 ｣■,･は本土の1番近い口牡でさえも1;qi近く離J:九でいて,急病の時に本土まで医新を呼びに行
くのほ鳩目lJがかかり手おくilの時があること,また_捉府の御用船や諸侯の船等が入港したさいの病人













所 在 地 岡山県和気郡日生明大多府手r_l出山485番地の保安林 8丁 3反18歩のPIJに存在する.
形状,寸法｡幅, 卜部 1丈7尺 4寸4分角
上部 1丈5尺4寸り}角








O内 行 燈 総高 1丈1尺4寸













































人数 182人 男子 102人,女子 80人
･元治元年 (1864)












参 考 文 献
和気郡日生町役tlbi編 史畝こ【娼スルIr掘
在間英太郎砧 7,r吉永ヒ年 永代uLE媒留磁
Tj' 剛 比 日生RhhtJの地軌 岡山相上木.71都市計画課縦
瀬戸内海I.71岐部の自然と人文 節二柵 日生浦島 昭和35年所収





l 近世における沌久居 .Ibl,I,洩 J.lJの姿
上引如 頂 かれた延末年･(tiJの仙L',の状態は どうて&.ったか. ｢寄附温故秘録｣の記録によれは ｢El生
別の内古へは鹿久也千軒とて漁民屑†｣三せ Lといひ伝 う｡いつの頃Llりなくな L)や しれず島内に猪鹿居
,itり.｡Jl.-内此多く店る｡能 き山猟の場所な i).,此多 く′ししく屠る故鹿 L居の名もあるらんか｡｣と無人








日 馬 牧 の 創 設







LlH.JlTfh.f'J伸 抑 飢分二従往占●之牧省触'lJU座帆 (嗣 ｣Lk川F'<tln'雅け附 之I)Jに帆 一',と申 らいさき.L'-:,御脚 丈O
此上地 ■川 l枇Lか恒こ付､征'忘iF-中二蟻を放Lhlirl丈糾英､上地中仙応に'fJIJ蛙幌闘 銅-:･1裾L,卜不什､二
二ケ牛二一二IE宛Lh'_L_(-卜帳.御家･fJ付狙 L波出陳梯成義終二無'(.l-I蛙陳O (1略)
p'Lm.1;.',･と此久屑島について 1,. lLJt備温故秘録｣に次の.tうに記されてある.
香.tt,父沌砧とも､刷 L]延宝七年馬牧取 止てらjL山草元年六月五 口的春竜一-疋拙宅-疋出るo(下略)
別乱 二
延安六年tE月二十三tj鱈淑公 (池田綱政)の仰 こて､枇揖珊鹿久風 こ馬牧取立べ き旨池田大学 より























久郡虫明二到 .)比ノ地ヨ1)漉.I.'J-ノ牧場を一党アリテ云/T｣(｢福河村史主刊;腰 帯 一部｣より引用)
とあり虫明方由]-,[り見通せる島の由側斜面に牧か設けらlLていたと考えられる.




Ⅳ 馬 牧 の 経 営
延宝年中の岡山藩の馬匹数は1,952顕で,そのうち和気郡が345頭を数えている.その後次第に減少








i獅m',m'社宅年 叶 元禄17 群永3 -4久210 4 35 18
日と.J耶 282 'jR二∠ 60 47250
,^'日2i]nT, 3/.0 238 50
耶 RL郡 4 106 42
lJ,11〔耶 3∠15 125 109 70
邑 久 郎 178 114 137 81
L.拙 耶 102 40 24 49
児 鳥 耶 180 44 21 1
術 中 俺 271 65 63
rl･YIJIJl#にrt'ける'卜,Til川 :こIl満にじIJ+る巧;,架｣
(矧⊥l大学 もLU 見解)
また別項に ｢備拙月利矧 tL灘 D]村之内に梶,rnljと申ち
いさき)i.I,-御座候云々｡毎年駒HJ.生不什｡二｢ヶ年二一
二疋鮎川.!H_L似｡御家中侍共江拠出佐山三成.&､終二無
御座帳 ' (以上 ｢相葉鎚 I) と記されていることて !L,
明らかてある.しかし ｢子拙封 に/JTれない規格外の馬
もかなりの数にのはっただ/,うことCL 六口.I-:Jか L'))/F_

































l帖 ):,.jI- J,-.i-.I:.,j 耽 ):.lj〟2
- /祉 `iLI 7 牧 rhL.]蛤









ll (3) rlJ/推 止
宝永咋中 (牧EI】鎖) (牧閉鎖)
雅は 8 (iItf TJH) コノコロ(山 脚 )
9 (1) -










先ず,蛇久J.TH.～),であるれ この):.-,の牧が一･酢LL'め.元拝11年に廃止され ている. これについて
｢割嗣目し故秘録｣は次の棚.二,iJしている. ｢-.-ト=一一年 (う己禄11･il:A)に至り当島 (兜久居島)-罪
人を流さるること始りしかは,牧燭は鰍ナると見えたりO｣
また鴫.r;,･lニついても, ｢割 l'指温故秘録｣は ｢同十一年 (元禄11年)に至り舶久居IJL.1,へ流人なりLよ
り同所の牧は絶けると見ゆ,当 鳥 (鴻鳥)へは罪人統さることはなけれども.元禄七年より後席を取
りLIJ･;も札へねば,化し7,も兜久帆.I,と同時に｣LJ*けるや,委しき事知りがたし.｣と記しており. ｢搬







｢軌摺 Eilに たると ｢文化十四fFo岨:.･八 純J,A.1,放馬相止｣んだことがわかる.こ川 こより延宝71/lF
よ()約130年.nR,撒牧として,わずかずつで 上あるが馬を4=.座していた二L.lJの牧も完全に絶えたわけ
で,以後,TrT･開さ)したという史料もみえない
狩 猟 地 と し て の 鹿 久 居 島







正保3年 10月10-13日 勤7- 20人 光 政
妊二E6'Lf=･ 3月11-12F=l 光 政
進物 施43
紀宝7年 2月10-11日 勤(I 1,000人 光 政
67
雑物 T/klOr)
牡に8年 2月28日 勤fl 4.552人 舶 256
御供 789人 光政,綱政
教物 鹿45






狩 ()は千余人の勢子が数手:こ分かれ,紬～+i,PqからIAl;へと鹿を退い たてる. 終には 取 り切 りとい
ラ,一番せまくなっている箇所,i･越えて,火の部分に追い込んでしまう.そうして再び東端から退い
たて,取 り抑 〕の御前1■;什近.臆はの口前にて孝則勿Ai･迎えるのであるO (65べ-ジ図参照)
r御前署 】池LH光政鹿久鞘 .I,な狩猟の地とL/LEiJ)LLリ.来､射 tのP.七描巨狩の壁狛 こ,此の槻心の周辺に
岬苛む扱 うして休憩･'J=･取 F)よ,I,(1柚 可村史郎料第-･都｣)
u LLL林 保 .1超 と 禁 猟
延宝8年の大規模な狩 りの律,狩 りの記真如よLCL'らくとだ,･:Lている.
明和7年2月16Fl 拾政公が腫15匹,猪72匹.Iとた天保3年2月7円 斉敏公が狩 りを して い る
が,挽物が何であっ[/_か川lちかてlJ:い.
非常.L=鍾物uj数が減ってきたので.藤は 明和 7年に掩久屑･島を禁猟区に している.しかし禁猟が徹
底 しなし､ので,天明2牛柁札を新しく建直すと共に.取締 りを一層強化 している.このことについて
は ｢瀬itL要釦｣に次の様な記A,冊 職 せてある.
天明二'jBl年
昨日粗御崎中上馴 i.1､腫久倍出 こて明和七卸 ｢御追捕披仰付､Jt□後右.lI,lJlノう前･'{山 り猪蛇田馴 丈様




贈 りに仰川･+,1兆地へ派出 している.このことについても ｢撮要録｣に次の様,I.言己してある.
文政二卯年








上の記述からみると,他の場所の山廻りよt)血要鮎さ′tしていることがわかる. そして 同じく ｢梶姫
録｣文政3年の三和ニ｢和気郡寒河付与介所仲之下畑三畝四-/i:I.半此度,施久居J.i1Jij]番尾敷地二被召上云
々D｣ また文政2年難留の項に ｢番所家政輝炎､御郡万作事安,新建云々｡｣ とあり監視の為の在番

























,tl:,PalL･iリ_=の流mi/i-J.L1べ,L､=1 ,二,多)Jil掘仙/1･/j･,-7tt卜占 ･,/こ起尾LE-氏:=稚 く憶測 J),l.^i･Ji-T
る次第で.ちる.
(1) 地 久 JF.一島 の 流 :jr=
洗 罪 地 の 位 置
此久居 拙 二日什詔鳥のうち最大のb-fl'L1･i,つ畑で,胤 圧まで無人1〔57であった.昔か らこの),I:,(ニ雅が
住みつ くは,1なったのて腫久田J:.T,とい >/(.州 ｣けら.HL仁との甘 L:ある.鬼久JlLl:.1,-/＼のTJTL罪は元禄11年
(1698)に始まE),宝永7年 (171O)に廃止される立て12年lul紬 ナられた.当畔岡山藩体重は2代l｣
の池田綱政であった.鹿久居且 のうち流鼎 也として使用された場所は,同鳥西Wulqlにあたる現 TT湾の
奥であった.現在は比の場肺 .二日丑･.西小学校飽久居分校がある. 〔写i_Lを-1〕が沌人中尿のあった場





















いた i易所で ある.中央部にある什山 小屋
は道具,罪,n,-の誹を保管 し[=点種である.
図左下の牢hlL_.鉄牢 には, よほ どの 屯罪
人か,索行の良くlLい者が閉 じこめ られたのである. L/JtL, 流罪に於ても牢をおくのは W.如 し難
い.流人は:え改俊o)ためと称 して手錠やIE錠を度々はめられた.それでも改心せぬ若く,t近 くの小払で
斬首にされたとい う,別在その鳥はTJ切島と呼ばれている.
ちなみに施久J山 :.',利一Jは2人いて,約150も-取程度の省であった.率'nLJITlは日生村にあ り. 此久盾
70
胞 久 居 L':j沈 入 小 h,i_臨 I皇l(帳壁ikLより改号'L)
島へは足軽か常時駐在し孝行は時々巡回する程度てあった.





刊 LlI)LI陛.罪てib,Lとけ考え IJ.IL/i:い.そjLにLiJ･か_;I)rjす武上で.鋸 いい'･比ンつ占⊥ I)L待胤 工非
71
































塩3勺.米7合 5 勺 .私紙､ 1カJlに一点
M,.･3勺71こ5〔T P禦 …ヨ 舟紙1カ月に ･熊
wL3勺･裳持三三日 禁pLP33 細 2t,I(






増加 28人 91 27人 Ji'Ld3勺 盃4rT 下 味l慣2勺
女 1人 塩3勺 Jk2合9勺 卜tl水岬2勺



























(2) 鶴l.'いこ於け る キ リシタ ン流 罪
キ リシ タ ン四 番 崩 れ
明治維新になるとE]本は瀬田政権/J､ら朝廷政権 へ移転 し,政府は復古的政策を毛調とした.宗教面
に於ても武'衷政権rT.は偶教倫PJiの維持の･r=LVJキ 1)ス ト教i,排斥 Lた.維新政府にlJ:って rL日本は神国
なり｡ 日本の宗教は神道/,(:り｡｣ という神道糾神の 1,とにクト来思愁排斥政稲/2:･とり,キ ･)ス r教禁止
をその第-に うちLJiしたのである.こ.Ltを ･艇に ｢キ )シタン匹q瀞刷れ｣ と呼んている.
座応4年 (明治元年)祭政一致の同体-6_,維持せんがためにキ リス ト教禁止を布告 Lた.そして同年
キ リシタン中心人物 114名を沖和野 (山口県内)に硫Lた.それに続き明治3年迄に鯛ヒ,大浦のキ
リシク./3,380名Ji,名古屋以也の各地に挽配 した.岡山へは浦上のキ1)ス ト放徒117名が海路送 られて
来た. しか しキ リス ト教禁L政策は対外政策上非'IT.-な非難を受けた.特It/=明約4年だ倉見視 らが欧米
視察に廻った際l=,令闇からキ 1)ス ト教禁 lL政策を非常に非難されたといわれている,そ して蚊_等の
帰周後,政府 もこの政策に 検討を加え,外周lL力の ,iZ一和策 として キ リス ト教禁止を 解除 したのであ
る.時.′こ明拾6年 (1873)でr三･い,た. 〔NHKTV〕
鴨 島 流 罪 の 起 り
一説Iこ1ると鰍.I,はLL戸幕附rLt柿の流芳郎也とな L)I,ln暦LFlI=;】(1655-1657)に一時赤穂許のキリス ト
教徒数名がこの.Lil,Tに流されたといわ tる. (日生の硯光 と民俗). しか しこの-'fnこついては明確なる
翻 冊 ミな く,そのi'〔偽のほどは)･-'かr-,/ェい.
所で,ここで取T)｣-げ ようとするのは,前述の lキ リシタン川番hbjれ｣の一部てある,
Iリ抽 2年に始まるキ リシタン流罪であ る .Ll)Jh'.L2:1･(1869)Jと崎椙浦 卜地方,本郷原及び大明寺の
キ リス ト教徒117名が他所顎か ･l)となり,lY･lIJ城 卜の牢こ入っていた. なお帥Lの キ リス ト教徒の う
ち岡山へ来る途中,一部の=rTが裾山へも頂け ら.iLた.








































けり柘 苗が 入場rる迄放ぼさ.lL,荒地の:LJこ態 二なっていI'=.3L在は一束族′川村饗を,すすめ,ほは半分F丘
の土地を ミ･+II/肌 二かえている.



















右-):々 柿二残匠帳分 列刷毛外地払Iri払巾僅分二御座は 1人仁
岡 山 県
収際物.よ全てL'.1-を泡 Lて円の)ト 納 入LI.i徒過はl二1分JD手で作った作物をロにするTiがlL'L来なかっ
た.-jJ一改宗者は末改',;て井よ･')も相J/l経過は)ミかった.彼7,は.('l分の土地と小尾L'持つT拝が許され
全面的な束縛からは一応.解放 さjLていた,しか し彼 ら.,t改宗者であ りながr71､放免さ;tLる･1-は く,莱
改宗署と同じ場所に一珊拘束を受けながら/li清 していた.
改宗宵が以前として.I:.-1に店旺させられた.Pl!.由としては次の3つがあげ られると思 う,
(1) 前述 Lた加 り,彼 らはキリス ト叔改宗という日的か らは夕日1,li-)柘新として入殖 した')rl.
(2) 改宗.計/iJLr,外に釈放すると,兼改宗者がいつ.いって出1,か ら出て,内地で潜伏又は宣教する危
ET71回 釣 鵜 川 想 見 収 r封
険があるIJj:.







開塑地LI.改宗者に与えた L地 の約 2倍の広 さがあ













を休んていた署が,役人の悪口を言 ったというかどで木に宙吊りにされたIllLもあった. しか し明桁4
年楠木JlI隆1_)巡r,:/;Liか行なわれてか局後は待遇Lt,随分甘 やかになつ仁 彼トト信老逐:ニ｢文明改化のLl･に
な,J -のだか｢'宗教ばか り禁止される巾も/よかろう.お前達 も今 Lばらくの字抱li.｣ と励し,丁智
をす7J;J妄さえ教えている.
鶴 .%,キ リシ タ ソの 栽







改 心 帰 還 ,YJ155人
未改心帰還甘 48人
死 亡 者 18人 (内政心 Y.5人)
/J-1 児 ′1人
という結果こなっている.流罪巾死亡 した者の塵が現-/Eも!:.ljの 西南部の 丘陵地に ある. 〔写穴-
4]がそれである.墓は全て自然石別 F_べたもので,一つだけ石塔 の崩がある. -拷-
(自 ｣1 汀 -)

















中で消滅の道を迷った.-九 つは網はその漁法,軌吸 漁業生産九 或いはその汎第1Jl(司を通じ
て,日生におけるきわめて/#徴的な漁業となった.これら語間腰点について考察するのが本稿の中心
テーマてある.
第 1葦 漁 業 の 概 観








島 ･長J:.I,｢Ll"を貫ぬく海峡),と. なかとの瀬戸 (掩久倍.!'7,･軌lJ,11HJと曾IJTJ･鴻Jl,hL-r.ll1,-L'1-ぬく海峡)は












のf1-.I)Jiを知っておく必要/Jiある.そこでこ こではLJl帥 l初Jjのそ川 二ついて較討して7^たい.第 1表か
らまず注目されるのは過剰とも言える弛署人口てある.特に大F.二〝)被用者の耶利6年か ら5年HrHの減






って圧力が加わり,その上に軌ブコ化′'1こどな伴,+亡った 汎州 ,中-)分解情 旺ヰないて多くの苓紳僻 封がその
まま残ったと言えよう.
約 1蓑 漁 業 人 口 と 漁 船 状 況 (役l!?憤料より作成)
3 漁 業 経 営 体
せず独船ノJlJl,/)1らLlノl:の岡Il｣県こ,13･り~る位際づけIr,-LLておこう(雛2兼).rl!tの 動力船数は 202
隻で児/L休J)世か5.0%Ly占めるにすぎ/J:いし加.:;1:地F･<-.の 18.6%である. 漁舶 トt/数からみれば県総
トン数の6.6%,班.'Il'地区,/?2G,6%となって.ra.()L.㌔-_刈Lて1,恥狛uir7.に対 しても ト./数比が堤敬比
をかなり｣-_l-iJっている.これは3-5トン級甑齢J)占める割合か頻:･=比較 してl｣生では高いからであ








第 2吏)1枚BIJ漁船 隻 数(Ilt_i38年リ,1.刑Ltt))





























第 3表 漁 業 棚 別 経 営 休 数 (昭和38.811卜-/サス)


















































第 4蓑 漁 業 碇 別 漁 獲 高 変 化
S,34 S.35 S.36 S.37 S.38
延練策口 数 漁襟 足 頂海嶺H & 執権jTL 延線発｢一徹漁種柿 延線繋口 数 漁趣罷 管練蒙 l漁-
つ ば 網 ,..8,L1,8,. 5,929 1,406 6,247 2,262 6.198 2,163 6,089 2.848
え び 漕 網 5,195 3,475 4.599 2,643 5,711 2,246 6,152 2,687 6,018 2.351
桁 漕 網 1,927 940 2.987 1,260 2.30 627 1,571 630 2,034 957
な ま こ 漕 網 622 197 781 500 567 399 551 334 51 27
さ わ ら 流 網 887 236 849 302 1,022 290 1,033 154 760 141
まなかつお統網 - - 63 9 49 17 187 69 120 32
狩 刺 網 i.510 131 1,398 16O 1.456 176 1,144 138 1,542 170
延 縄 163 14 529 84 249 ll 268 26 61 ll
か ご 維 2,236 150 1,676 109 1,089 93 1,413 112 1,503 310
た こ 延 縄 13 2 32 4 115 13 59 7 132 23
は ぜ 登 維 - - 23 3 21 3 28 3 45 7
そ の 他 218 53 79 32 0 0 761 1,052 2.376 3.144
(漁協でf料より,漁投瓜岬位k9)









L は え び 1,049 483.670 461
さ わ ら 13,162 5,341,540 406
ち ぬ 9,319 2,913.790 313
ま な が つ お 4,238 i.181,450 279
め は る 15,618 4,321.593 276
か れ い 12.464 2,878.690 231
は ら 10,544 2,276,567 225
た な こ 5,666 i,260,625 222
ふ ぐ 2,713 329,720 122
は ぜ 14,137 1,191,835 84
え そ 9,178 428.082 46
漁協質料 よりf佃監
表か らム､る.半Jl川用h3OOIJl以上のえび類,さわ ら,七瓜 がいわゆる高級漁o')摘岬に入り,ま在かつ†ul
も279円だがこれに入る.300円以下150円以上の抑 fる,かれい,ば ら,たなごが中級軌,単価15O円
以下のふ く.･, は -ul-,えそ,あ じ/JI,大衆漁である.li.･J細弧と大衆漁で日IJ平均単価に非常な大 きな闘きが
認め られる.高級漁 4種の総漁雄並は約2.8万k9,LI]級漁4.4万k9,大衆挽13.5万k9とな り平均 単価の抗
い高級漁はど漁牡鹿は少な くなっていろ.第4蓑にある漁独HL･変 化によれば ここ1-2年はやや増加
の傾向にあったが,その内訳はこのように17均甲一価の安い大衆軌が大部分てあ って高級漁の占める割
合は低い.その うえ大衆魚は増加 しているのに対 して,中摘級漁は年々減少 しているのである.従っ
て実質的には漁業資源は減少 していると言える.挽美が ｢近E削土中モノばか りでええモノか人 らんJ
と言 うのもうなずける.中応級漁の僻少は独禁所仰 こ影坪を及ぼす ものであ ってその資源の保護 と対
策が望まれる.
第 2章 大 網
1 発 生
日生における大網とは,一株の巾恕網を使用 して口生地先の特定海面で季節的に群集する寄魚を捕
獲する寄魚漁業である,ボラを主に対象とすることか ら,通称ボラ網 と言った り,大株網 と称する.
このような漁業形態は岡山県下の 2,3の漁村にJ-J･いてもかつてみ られ,次蓑に示すように El生の
大網が最 も大規模のように思えるが,だいたい,は矧 TilJじ形態や組織,k持 っていたのである.また兵坪
県相竹 こおける大網は株仲R'Il組鞭をもちイナ掩株 として近世に成立 し変即 して行った過程が知 られて
いる.
第 6表 岡 山 県 下 に お け る 大 網 漁 業
日 生 虫 明 牛 窓 iTE同 語占.i-i-
大網の3-di称 大網 .大紋網 大 紋 網 大網 イナ .ボラ嗣





操 繋 時 期 9月15日～翌 賀 長…細正月-2月初 ..-.-損灘 9月-丑年?.Jl 禁漁区11 ～翌 1T1 枚繋 12月～翌月2月
馳 獲 物 ボラ.イナ.セイ3' イナ ,i=ラ ホソ セイゴ イナ ボラ セイ ソナシ イナ.ボラ
梯梁にあたる敵船と氾凪 芸 ZJ鳥 :f70-80人 柄 般 2位.--40人手 折 Sik- .1 警 芸 喜芸恒 ニ










































































第 7豪 請 普
日/I_軒糊 L合ノF･Jt有二係ル水面軒用漁業健二依′L'ZI肘IH7披方御桁定価:lJ式恢こけテ-左/各]flヲ縦/r-rシ漁業二
従-_Lk可致恢
節-･兵 器紬弛貰料-総政弘巧ノ内コ･)LF.1m町税及蝶LF金千分ノ十七 山ijL,一片老千分/トー 大王租千分ノ
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業法では定im,(蛸 椛 とLて,現漁業法7:til_帖同漁業権机 '三として認可され, El/卜つぼ綱組合という特















の仙旗二加 ワル コ ト=)得ズ｣つ 雛1凶 つ は 網 漁 Jみさ炉l
すり既存,I)つは約漁業者が必要とし/'J:いようrJ:域J7rr,網代とLて山 荘劣等のJgFI,所を1年耶他 用させて
雌､惣ぶ ･r)をLj..その後ようや く抽敬 二加え入会を認めるのである.地先侮而 リミつは網漁菜者にとって
最大の漁場である限 り,彼 らがそこを独占的に支配 し抱利を保持 しまうと努めたのは当然であろう.
漁場,I)リト延YIJ拡大を示すのに反 して,つは-鮒が日′f譜.亡.I,袷)'r-:.二間足 し優秀/J:独場を独占し･/.:ことは
漁場こ はける優位を確保し,社会的こも他漁業者より位勢な立場こたった. しか し現今のように漁群
･ff沸JiLJ)減少が-･般化し′帖 二.･i･;級漁が減少 したことけ つは約孤業の漁場独占の徒手田畑 r胞 を低下させ
ていることI.エ否めないてあろう.
3 抽 教 一 漁 場 割 り
つば刑がその漁場としてrj牛諸.Li,L･沿JLJltの地先海面を占有 していることは前述 したが,正確に言 うな
らそてLは地先海面一帯7)占有ではな くて,つぼ網漁J抑乳こ網を張るJ3,L｡所が明示 してあるよ )に,ある
決 まった指定J劫火7),);TJ,'15rl勺/JL独l封 亡のである. この圃定化されfL:約 140カ所の網代を業 E･が独L加加こ
li有 し,業執 J^て各網代crj'i:-Ill)当 (,:LJ＼･リ,測 り当っIl糾代において着業することになる.とこ7_,か
凹定された甑場で:を)るカリ如こ網代は場所によって優劣D差が箸るしく,各深老LヱILlで敗色通に大きli:差
か′とすること t,あ り小17/,Ilを,起す.そ こで 1三.V,(ニとっては汎Jl柁tJL)かIr.要Fi:｢.lH鳳 こ,Lって くる,
紳助割 りのため､二目牛のつ.I-吉網漁装者は仙旗とい う方法,ir･取 ってきた.この他放ては出来るだけ漁
年Ik春夏秋冬7)4Jgj'こ分け､各朋編に抽兜巷/行ない軌1-LTl割 り当てをしていたが,そU.)度に網の建て代
tj:L･､(i■,LltL/i.(-,山1-斬済･/)13摘勺,A/Y:･J, 圭た別TJHlj･/)柚放ては,J､たり不日,1,J､大 きく/i:()独保に と,つ
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ては 1年F･'=Llの経済か非計珊 (･Jになって不'安定てあることなとを考慮 し,さらには昭fu初婚]における助
力化の進行に伴なう漁期変化などと相 まってその後は 1年地裁 に裟 f)現似 ニやっている.現 在の 1年
柚敵 え4J目 口から3月31uまてを1叩蛇とL,触発 二よって網代か･()t定されると4)]に刑の張 L)代
えL,f:するわけである,
推 断1.普 通 4鞘一再),ItlJ.まずつ1-欄 軌1r=-iTlthLJ2'(./J.頃合十,Jと彼らが順恥 一座TJJLIJ皿 な決定1-
るJ')!1Ldのタン,i/tある.次に:)'f2回臼のクジて蛙柵を上座 とTl座に分ける.:.71,-3LT･lI-_tは網代射 長終決
足す,5本タン,i,引 く為,))帆riを決めるクジfl,行なう.ここでは上座 と｢､飽か′uL.1クンJi,引いてJlUi番
か決まる.そ して最後の,Xl.`lrliJLrで決め !◆,JL/二帆前 曲t).rニクジをひき1年Hl附川1す,Li糾 UJ状 定 さ,iL
ら.この第4rnlHのタンて例え(上川.j_iJ い ､う軌lhLの/(I.)lJ'J,J､,;己さ′.iLで吊 Lは,その人は1隼日日,帆
石,三角,悟亀口,本場, 申 札 秀石い ､うC'-'n岸闘Lfi･(拙 1することが,認め 1㌧,iL′J.そ Lてこ!Lら
6-.)の網代がいず,tLも陵秀であるとか劣ってい,Lとい うJ)で/i:く,脱兎な網代と')J等/.i-射代を調和さ





利益保持のため利益集団としての性格を欄 七強めてきたrTTJであ ち .







では業者は 1年rl",)をどのく〔うに独菜J生産に征小一して いるE,.r)か l耶和38′f･の延悌紫日数が6,(189H(第
4讃)であるか ら1戸平均'F目li約277日とJ-:7いけ価.附i絶 望 Lていろ. つLJt'網,/_)場合, 成虫漁具はど




さ.Iしている.基者の 1lLI/ttLF叶JHjか第51(に ある.fL poe.2 4 6 8 /0 /2時 /ヰ /a /1 I.プ 22 24一一まう 汁--一縄-→
醐 生花に餌 ともFj*-る労佃 =柑 斐[- も t,, 日 豊星 豊富 慧
祁5伺 つば網漁菜畠の1日rj;糊,IunW,Tl
が終って帰港すると魚の選別を行ない魚市場こ州荷
が終るとす く､･漁場にひき返 し.,使用 して汚～tた朋､?鮎んだ網を修EJiL次の漁牡o)為に再び網を海中に






































つ は 網 ･jTJ幣画面1
恐 竜- 共 著
A 1,054 A′ 859
B 1,048 B′ 675
C 954 C' 650
D 923 D′ 623
E 914 E′ 587
F 835 F′ 574
G 816 G′ 552
H 737 Hノ 527
Ⅰ 685 1ノ 522
∫ 646 J′ 511
K 580 K′ 503
L 580 Lノ 501
M 565 M′ 500
N 496 N′ 476
0 486 0′ 475
P 411 P' 383
Q 389 Q′ 338
良 359 R/ 269
S 317 S′ 248
T 275 T′ 221
U 228 U′ 170




は子息2人が (射 こ40歳台), B貯 相 身と (60歳)子息 (36歳)が従部しており,熟練を要するつ
ぼ桐漁業に殺適の労働力を投下していると冨える･ところが中位グルーブのJ氏 (61歳)の場合は嗣


















- プ 竹 縛
力 船 (15年ai'却)i 8ylJ出を






























大戦t,J)つはldq,/)に摘(.け､あげ られる (Fl相 似 .,)). 榊 如)的貰′卜搾)]低下の際I'.一乱数 し多大の水鰍 ず
1･i,II.うー,こ(,刈J益L,漁業外の細葉こ融賢しlf'日､の銅 価 てきてい./=こと.招 3につぼ網漁削 ,激 しい
I)川･bIL,柴,JL{れろ武 鑑曳r･;占(T.とIl.1パ榔'LJこ 1､r州 ;的:こい n.,)川蝉._,TBfL/亡いこと.以上のよう/i:叩由
帆 ,～:1.潮田flJti他漁LiYlに1･= て綱 紀 と7､!.,jL,H,L漁 業rjl部の椎)州 係にJ,Lいて い旨首相勺立喝
に立 '･)得た197以てあろう.とこ/3が最近で.上地 衷衆 とい .-)吉葉も聞かれないし鰹勢であるとも思われ
ない.紺 JJつば網削合とい T)利益fli･ll]の しつ息適か後退 LLか らで.i')ろうれ
つ は舶糾 合fi,利益iLiI･月とLJq'定L/二日-jLとt,I)は糾汎某日JkH)J･]体(lJな1｣桁な持 った ことかある.
そJ)別 ';!-/i,あけてみ1う.IDJh'.湖lUIJ)糾fTu)小文律として ｢税/&/､六鼻い-/こ文t)rFノ貧者こ准 ノ切所




さらに彼らか漁業共同体 としての血相 二1二,IJl米t),1日j=71て衷軒(.'lf;/JJ､1/伽するの到 ;)j止するィ裾こ次の
よ･')-IJ:不文律がJ,J'ノ:ELる.
(-) 坪網漁栄二於テ-低利柏縦-戸主 ヲ托 タノ外ニ-絶 主､jニ権利 ヲ許サザル コト
(I.) 坪網相綻 ノ件-七-八ケ;｢以上該漁業ニ'(;E叫シタルモノ二カギ リ之ヲ許ス
(≡) タ ト-子孫テ 7 ッテモ突然相続他Tj"･丹スル トモ/1ヲ許サス
このように稚r)は仙鮒Jf淵(,i;.tl/端岡 .ニLて,他者を,そこに認 めず, 里D]の純粋化を維持 しようと努め
ブこ.これ lJの佃 lL乱 二仙出し/J=漁1滋の均11.分肌 二上るメンバーの経済的Ti葦への墾)J左とと共に,つ
は'朋漁業か共同肘 に痛･:.業として位虹-J:汁).lL封削iT';と,なる.また隼こ1哩■の拙策rJ)n'1-i.の厳魂な儀式,
被｢'の代神である蛭 川 吸 の 2)11011の祭･),こ!Lに [ーって彼L'H.flJ-1神的∴仲I川LLての忠誠をl.,苛め
ていたのであろう.以上U)ようこつは瓢 よ共同体的漁A:の性格′L,身につ:ナていたが,それはドl己のJ三
間 ′)利益r)保.裾と挽場占有のZL),I)廿桁て,Tl･｢て完仝な村落jU司肘 服 し菜では/LL､.む しろ半共同体的
とt;-うべきであろう.そのJ:うJi:性桁も神jT,つつあるのか現状,Lip)ら.
7 結 .読





･か くして近Lu'･二檀原をみるH生のつは'網漁丘が次,'&二発展 し, 鞄業を支える主7,iと ,-Lった ので あ
る･ しかし現tのつば網漁ブ蔓!土,その共同榊 [地 帯を払拭 し,血糊独占の価値 も薄れた個人汎菜とし
て氾鮎すべき矧塔を迎えている そLて般甲ピークをムってlJ;.W,式妹てあ り,む しろ下降を辿ろ うと
L~-し･･LL..しこ,'J.lJ､=tLJ ･1･仙 Jl,･とl:i-1,I(J)い J･,)｣り3,jt･,川二州3-ill),i.･'t'Jl.･=リ.ま網
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韓日ri:r投下さ,h7J労働ノ)/J'-招く,'L1'lrL域じ,?井 村･:佃 IfiI･:敬か _て他貯Yl:I;二浦川,し,J別･)JノJ/,･t.老齢化し
ているということ･雛2に漁狸の減′少7'j川 立ち不安等性を強めていること,そ1.､二強喫な肉体労例i,
要求されるに らかかわらずそれ:ニ桃仁7-,iriけJ)収益,lf望J,ないこのつは網が漸次下F.,t.紘,JlJ下って行




教の/;ラソス,i,取ることが肝安であ り,その過程/･丹那的にjJ的 化さjLた漁業LJ-誹 が管理漁業-Cあ り
栽培軌業である.これが今後当然歩/L,で行く;正で.bろうしその為には従米の1うな即 El/･J!.E池場に執
着することなく,海lrdを広 く有意滋に使用するよう窄めなければ'なら/i:い. (拷)
(参 考 資 料)
那 須 正 俊 r] 生 汲 :1､‡lil lJdm gヱ l.VJ山 971:の 地 .-JIL.
岡山民俗f;･/:会編 口lkの観 光と氏桁 阿りLR仔iJt;･'会 昭 和 29年 花 行 1959P.u
Lu 口 和 雄 肘梓漁業D桃進に関する研究 (_u)
宮 川 満 近lと汚掃き削lrt村;lqの動向 .(JILi正惣7T.)Tl糾 ｢軌 JIJji如拙城の社会I･Ll(I)(n究｣
柳 ,TiLITl)T昭和27叶所収
(雌 井 正 敏)































化 合射 ヒに,tろ壷嗣8'.(戊 グループと比肩しうる底曳漁懲経罰体の化現ということであろうが,まず
ここでは底曳漁業がどの様/L遇rL!Lr経て今口にi至ったか1,見てゆきたい.














ii)動 力 化 の 時 代
より良い漁場への進出が'行きづt'った時,改良の方向は漁業低率の高揚に求められるだろう.庇曳
94
漁船の動ノJ化は定置5.IJ.}Y;.壷糾V潮 J･/拙 占の帥 JtltL-よf)冊 こ'J)機動性-漁姓催率 u)高槻でつづめる
という意味で庶曳漁業にとって軌 明的な意味1,持っている.動力化について明創 2年以来瀬戸内海漁





















第 1衰 底 曳 種 研 BIJ経 営 体 の 変 化
29 30 31 32 日 3 】 34 35 36 日 7r3839
汁 6 3 60 50 42 J 43 1 43 SO 52 [ 55 56J59






漁､勘一 軒 ｢!.氏,_U漁iL'lrrl･の恥.I･J)UlHt'l/-い J)lh'(-:i'日 ､/二/'う'J,.







































この事梨を墳づける-1順 であり,これは又,｢性 鑑曳沿実動 ことってはr=l然採取に府る漁業からの
脱皮の請求状であったろう.


















第 5長 か き 超租 に よ る 水陽 の 変 化
=)lA El 氏 Yt料























^ hf 4^ 5 67 8 9 /0 /J JZ J 2 ､】
0 Jt lwう机 liV こ t' 卜析オ1 A､ 1
吋十 ll浮 城 空 電 暮 LIFflI; JI l l l
6 諌‡川､¥,Jえ U.こ t l 析 Ff- qRii- . - 6暮.■)
Ⅷ ■.t寄鑑JFK t 恥
CkfいhVSLll V こ 4J l 析 ;.A l屯l-:1■; i L.,-,- GlJl.外
a 漁†い州ごliV こ f l僻 1 l











ljJ/･Li,-L 他紫とU'()f･華にJ:-,-Crti･'.ノ軍こうとしてト;:ILKJ-･かうかがえるが,父底野 路 二7･LH,-I_てい
･5という事が必ずしも底曳漁業者層として一括てきないのて.よ!Lい/tltL､う那 3,41.号鑑.王政 曳漁業
の内部からでて来ると想う.庇曳漁業に必要TLJj,1軸ル 土2人 (二ジーゼルエンジンの場合,焼玉だと
3人), 根菜に要する網の禦本として約 5)州 ,そ.tL:こ動力射3-4卜./のもの1線 これだけをつ
ぎ込んで授X･-する庇曳漁業による水掛 よ出漁Lt故にJ.って争闘 ;ほぼ決められ,:,ものであって,u･.漁
日数を同じくすれば'水揚もほぼ底曳独禁線 とlて削 二するが,-)灘 こiJ.庶曳tTl.1;'_抑二わいて,還納漁
業省の収入に匹敵する収入を持つ漁家が多い.1[司-aは軌菜からのみの収入で130万円以上,C,d
は100万円以上 eは90万円以 L bに80万円以上/lJJ,つている,有朋軌業者にFC_敵する水執 よ伸 二






























白鼠 信折 というものが庶曳を存在可誰の慮終の形態にまで持 ってゆき,El生民曳漁業がゆきつ くと
ころまで'r]-･きついていたからだという,Fl._方 もできる.かき養殖が取接には底曳軌業のゆきづまリにな







規艶 こ大 さな芸を認めないわけにはゆかない, rlJl-町政曳漁業はあとに製糾,寒業の大労(.Buノブ吸収所
を控えてどの悌なかたちをとるか,かき虚他から脱皮を要求された叫どの蟻/亡かた i',Ji,とろか一 今,
底曳汎恐瀬によって真珠母貝,も兵の試独裁増が行なわれているが,これが地上でL占促 するマグマと






:∴ 二･l. :･L∴ ~ r. .:･
亨 ミ ± ± -I- __-- .
t)l















(佐 藤 美 根 子)
3.外 洋 進 出
圧 文
岡LL収 の漁射,ir･考えるとき,日生は忘hてならli-I_存在てある.古くから漁師町としてさかえてい
たれ 近海の汎)おの狭院を感 じると,その日解策として,いちはや く他iF.1;,あるいは外洋へと新政切
･1･求めていった.この進取l'析⊂汲卸町卜l/F.1上,このtうにして,増加する人口む友えてきた.軌後,
⊥紫化にともない漁業自体も変は うしてきじ しかし,伝縦 rJな足BT:網であるつは網漁法は日生は'ヵ､
()でなく.明fL.I,大正,rm和にかけての県外出軌 井の柿酢により.鞘日本各地において.R生漁民の
彬鞘によって,発展 したものである.またきびしい漁業規制の中で,また,大資本に押されて次々と





県 外 出 漁






















(イ) 山 口 県 地 方










































































他県 あるいは胡酢 こ出漁していった.進化.形態としては,3Jl-12月のIT耶二日:'.按に行 く場合とその
まま完全に定着 してしまう場合があ-,/た.しかし大1本rJ-,tL､て,tJi;茄する場合も,ある矧 '.日,,V.接に
/rl-JLっているr抑こノヒ活できる見通 LfL/TT.ててか ら産前 してゆ くケ-スか多い.つは約そのものか漁業の
中では計L州生のあるものなので,つば網にrtる県外退京風 土多 く.現在も伯n木各地のつL,i'鰍 よrl生
漁民によるものが多い.liJj治,大正,昭fTlの初めに′'Jt(ナて盛んに進出.していったが,EJiL漁民が進出
できやすJlったのは第1に,nノ吊的民か漁場の狭;.Ir>_.lL,廉 く感 じ,裾ilijL(戊のゆ きづま･).,:.In政すべ
く,県外出漁に対 して&'H.ibJ.(l')でJう･)たこと.第2に,つは約がIl/11独得のi(IJjT,てあり,他県にはまだ

























紬故を細るのJ/iほとんどである･ しか しBL在 二･T,tいては, L射 ヒが進か カ ,ー日生町においても,漁
業人口は商工風 二吸収され,従来のようlJ:漁菜進出は.-iとんどなくなっいる.つは'鰍 よFI生において
も,県外においても,従来のごとく営まれているが,工場敷地の埋7_. また工機からの汚水により,
魚も減 り･漁場も狭められ･その補依金を幣本として,-R殖業,のりの栽培などに若手 した り,他の
職背につ くノ､1,か ),その数は瀬′レLてい,1.
104




1.サ ン て 換 装
サ'/7漁掛上流網漁法で 大Tti12,3年頃から. 剛 似 水産試験場とともに, Fl生漁民に上って紀
州沖に出漁し,耶和10年頃まで継絞 していた.紀州沖のサンて漁実は,三番鮎と,和歌山県の知事許
可を受けて操 ･'F'する ;_'のであり,月断軌 尾鷲港を根拠地としていた. しかし敬争のため一時中断され
7-二.軌後この有即 亡漁業は,内海漁業のゆき一,'至りを打川け べ く殿が奨励 し,昭和21年には県全体で
7豊のLlj漁船があり･【榊 122年には‖哩と倍州Lfl.この'rF･はサンマの豊漁年で,大柳獅LI24年ごろ
号て:上･サンでの好況時代であ-lた.こうLL中で脂 もこ,7)サンマ漁業には力を入れ E昭和23年 7月
1｢1には､サンて漁鴛の別 蔓を完1るべ く,剛 u県水産会内に岡山児サ ソ マ漁瀬組合を結成 し.県外の
漁菜訂･可愛指の'lcJ捗,欄 摺 幣材の共1'nj購入等の-_LJi賃を行なって経常の合理化を計 り,かなりJl成島'lty･
ムさめた.日生からは,ルヒ繁治氏が鵬託とLて.組合tlで有書吉松氏が参加 した. LかL/Lがら.


































一【_.I 'ー - 只事.LY
1.gIL
～,:tr;.JE,.rZ,12/- 拙JL.m Ll/J.1rJ: ).Jr:忠






屯P 叶 ∫`i'L.I ごd回 叫 ,/LJ2回 34回坤申
･']'T,41封 阿山tJi,/:)帆タHH漁船 (さけ.ます,さんま,まく./J)
- l｣生地新 体 繋 ( )は トン数



























伸洋九が出港 lた昭和31年に-上,町妓以1叫 をあけての,.IYl大J【見送 りで あった. 読嵐 産経, 毎

















第 3表 伸 洋 九
純利右左は,維持化 人件')で.その他を総柄から引いた卓,L･D
･昭和32年は.ち tつとしたIT故がJ-It,り,ほPj!蚊かh.か〔た
E37-79 (凹 淵 屯 久)
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4. 朝 鮮 進 出 と そ の 引 揚













4.漁狂物処邸 と運搬 業 U)発達
m 移 住 時 代
1.移 住 の 助
2.移 作 漁 村 の 戚
3.主 な 移 住
4.漁 法 の 変
5.組













漁 も迫が開かれた.明治10年広山県坂村の漁師を皮切 り･/=山口,雌児If.I, 香)Ll各爪か らの出漁名が数




された韓国軌業法などにより朝鮮人同様の漁業権を牡得 した,習42年には日韓 合併 とい う政治的大夏
革により従来の手鼠 i.lj限が緩和され L個 平等の立切 となったu)で旭漁熱 も一 触 L.i･膏 った.以上は行
政上uJ背Ji*であるが内地の情勢を見ると,日清,日露敬争頃か ら我国沿岸漁業は人口増ノ虹 産英経済










n 通 れ rili 代
1.通 漁 概 親
明治20年川崎兄弟は114潮 民として初ム')て鮮緑に疲っ/∴ 但 し大網船に雇1)iL従小LたL')て通紬の
始めてはない.彼らは22年以降帰郷如 こ鮮油漁利の3,大きを説明し.しきりに出漁を臥J)-FI/Jtら25年
森谷貞缶は蔽内良治と共同L打漸約をレ･,て.Lu放した. 二九かrj生人による鮮海過漁の 発端となっ













































県人が圧倒的に争かった.その後[liE.･7)漁船が150棺を越えこれをしのいだ こともあるが, 軌 こ帯川
県人の進出めざましくお1そRl巨船の倍数に及んだ.次にサワラ穐櫛の経営状況を見ると, 9-1月
jj免排を屯点とし北迎F]湾の｢札 1-4月_Hp7力魚沖より南釜IT｣沖迄,4)｣上旬～6月上旬釜山J:り
南海沿いに凝.丸 腰老島万胤 果てし日揮山,仁川沖にも漁した. しかし大1上8年頃からほ淡北岸のサ
ワラ減少が漁州や漁掛 こ形押して,かつてのサワラ根他地方魚津も奄山港口絶膨島に位倍を謙ること
になった.サワラ減少の瞭関とlて邦 .こ考えら,iLるのは大TE6年以来他府出の漁業家か元山以南の













切りして 日掛二送るかに限られ前者は短 い漁期を輸送のた桝 こ`ノ封空し,後者は価か安 く漁獲物uj多き
に比べて収益金か少いとい'J状況であ-,た.そu)LJlにt川三船の漁牡を相互損合として_篭山に送 り或い
は漁船か組んで輸送のためu)b]IJ船を術えるFcと価 /Ia)JJ一法を講 じたが期待通 りの細山を上げることは
-Lpきなかった./､そ.7コウなと比較的強い魚てLt先潤にil.るJL運搬 も可能であったかすくい死んでし
まうサワラでは相変らず塩切り船に粉る他なか-ノf=u)である.有吉閃松は耗漸漁のかたわら肩幅12尺
の碓搬船を人手Lて塩抑 )Lたサワラを洪受け 卜L勅二1-Mぷ 魚仲買業を始iJ,た, そして41年 には 南連







処触こ悩む通漁著 もようや く救わALたu)てある.な転述搬齢の発達過牡を区分 すると次の1うに/i
る.
し主) 帆 船 :liJ:1機 船 時 代
② 先 漕 31jf 搬 時 代
③ 動 力 運 搬 船 時 代
Ⅵ1 移 住 l時 代









(3) 明治41年帝国漁業法発布により汎風 土広 く1-鮮両E31人にr相放さかたが漁業権の許可は牌国居
住者に限られたからLむなく移niへの憧向が葵求された.
か くして発生する移住漁村を国家は東和政策V)軌 たか F)保越 し蛇もこれを奨励 したた占7)急速に建設
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か進められた.





補助移住漁村の代表例とIてtf)憤40年以降剛 し倣 t補助金を下附 して統常に†削 E村を蛙設 し模範移作
漁トr如 畑7.させfこ こJに は伊単年･f(和知 1~)出身者が多く従如 し.､モP.7ナゴ,タイrj:どの延縄や
サワラ成瀬を主に泊雌した,これ と(.t別に独Jの気に'BjJむ日生漁民達!t任意移作かほとんどで,サワ
ラD椴抱地であるノブ魚汎 絶彫良 ,#老!.l,1二多く居托し肖由移日三漁村を,l掛叔1た.そして約40年の聞
｢‖i上 V)の移作71をFT算.すれ 〔200Trに仰 ぎるという.なお大汗中期 (掛点剃)及び昭和17イF(終皿)
にT,･汁るR/F=.漁民の移住分布:状況は下図の様であった.
3.斗. tc 移 l'l 地











tl牛 h.;終 日F分 布 tlr
心にめざ曽しい発展を弄,･すか43,4年頃から大TE6,7年 まではHJl_化漁者の集団地とな;)移rt一名の豪
も100I.-に通 しfL 商器でも碓矧軌 帆拝礼 漁 ,Fi･F鞘化と陛_E･.てU)成功者を出している. 万林弧










折の3人か剛 rL等隼金谷J商店か米間嵐 料米頂Lr)支店を臥 ､た.その後増加する通漁著の根拠地と
































































































点 2 朝 鮮 か ら の 引 揚 者





3 30 I 155(rl-)











送る老人u),]%膿を味わってみよう. ｢文明が進歩する租 励ま荒 らされてしまう. もう漁業はI〕分 -･代
限 りで終 りたい.｣ と.






























大正13年磯本繁治,有吉崎松は相前後 Lて渡 り基北州基隆市に移住した,両者 とも漁船2壁を所有
しカジキ漁の鮮魚仲只及びサンゴ綱仲買を始めた. カジキの漁期は 11月～3,4月てそのr柚よ1隻を













(侮 野 多 仰 子)
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第 Ⅳ 章 工 業 化
1. 日生町における工業化の特質

























=熊川J- .tわが町のビジョン"てほ鹿久尻干拓に 亡る超 し澄用地の造成と企業誘致を.)たい.兜久
店u'を中心とするリク.),･-ショ./摩菜のF,u発かのぞ引 している.ここで.,土=菜の問題に限証してjfT
干私見をのべ せヽてもらえるなら.1~芙用水の点からJ)限延もあって,窯業 (耐火 L'ソガ ･セメソ
118
ト) ･金属塵紙⊥紫等か立地論u)上から考,-Lr.JLるのてほ./Lいかと思われる.さらに長期的には,R






2.工 業 の 形 成 過 程
1.工 業 構 成 上 の 特 徴
Ll生町における_LJ.葉柄成上U)特徴を,巌近u)'】F讃ITT統計調査によって総括してみよう.表 1を軋子寸
衷 1 日 生 叫 の L 笑 も.Jl 成
l 悩 利 35 年 EーTl 和 38 年LT｣槻 棚 棚 J.i]lwl尋 r一石 蒜 郡 孟 宗





















表 '2 日 生 町 ノ)産 選 別 人 口 桃 成
1'IiFJJ5') 日什uTJ脚鵜や;.JfE人口統計Iに.とり作ノi
くに注ElLうる. さて戦後10年n-Ilo)推移を なると,第一次非業 とくに水稚繁の衷退化か師著で.ここ
10年flL･lのIFrlHに枇成比で10%弓乳 実数で約半分:=!Lって .'i'･り,牝前,漁業盛)也｢臼J一巨｣ といわ′1.II/_rl/ヒ
町の掛 よ今や全 くぬ りかえられて しまったJL_いえる.第三次確二掛こついては,迎輪業一緒帆船業片の
漸増が水産瀧栽か らの転貸という形で指摘さItるれ とりたてて論ずるほど構成 卜の封 じはちら,わな
し､
峨後U.1日ノtは総 じて水産業の町か ら,窯業 ･製網菜を中核 とする｢二菜の町へ変貌 しつつ.Jy,ると酎 lU
的にも'言論づけることが出来るのではなか7)うれ
さらに人口増加について概観すると,就業人口の増加がなられ,昭和31年の47人減を除 いて一･rfL
て社会増の傾向を示 1てお ･),1-.菜生産の拡大に茄礎づけ ら.hて人口支持力は成長過群にあるといえ
る
2.明治前期の工業一木造船潔の成立




その際.あ らか じめお断わ りしておきたいのは.袷
んどよとiった幣料が残存 しておらず断片的なテ一







J ｢鞘碗6戸｣を中心に鮒吊 ･煙草渡世 ･小間物 ･
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-Ll課 として総括した37-liL一帯の中には,左官 ･珊治郎 ･石工のほかに,大工職13戸がとくに注r]三日L
る.この点は寒河什 こついても=菜営業11戸中6Tiは大_1二職であった.この大工隙が ｢家大_LI｣であ
て)
































未 Ll 麻生産地の分布 量IT.J嬢机の低さカ㍉上-,きりする.か くして,明治初年の麻間数J.遺 業
について 『幅LLは 料』には ｢因島 ･鞘アタリノ賓民五島平戸ニユキ
捕.%'齢 ノ水1三トナリ (中略)留守ノ婦女 ミナ桐ヲ拙フヲ;L;C･トス｣と
指楢 Lてい,TJ.このよr)に製鋼業は広.1:.i,･yJ六郎f現耶 ･flI茂川卜 櫛 二立










利′くTl.JHJ,:,｣,.り･L'Uj治14年かr-,rリ]治19年 J~このJ日出移動 ftiと耕地仙格変動の相関係数は-0.67日 .こ









明治6年から明治19'rF･に苓る登罷 ･宅地の総移動件数は397件に.L封 ′ており,明治 5'Liの世冊数2,5
65戸 (但し同JL'Iなどむ含む)の15.5%に相当している.移動した年月Iir,明記している しのの†′r数/i･年
次別こ狼引すると,明治17-19年が止劇的に多く,和気tl.',,I)耕地移動率の推移 (ピークは 18年の9.1
%)と全 く照応している.さて--)Jこれらの家庭 ･宅地を買得 ･非情 した人,rは郡外にまで及んでい
るが,町J)]では日代の金谷又市即一家 (酒造菜 ･地主),題田彦市 ･福治 .彦三 (農),副戸町日生通
照 ･rLJ司弥旺射附 にどが挙げ られる.しかし/A:がらこの期の｣二地移動状況は他地域と較べた場合,相刈









ほ 1) ′l窓町の水姑打'4.1については昭和30年.にJrirに)),iLた軌 Tl勺tlJl統合研究会,71).J.T価に依拠lた【
iljl2) t･.1野'rLかLI.｢漸戸州/裾1,帥邦にI,目すろl'-i"!､1'こ削 tの作抗JuiPu学的研究｣ (同日l大学法文一､;･':耶巨糾T
紀捌 5弓,P.121)による.





































































加値向を示 し,大正9年を ピークにして滞少†抑制こ転 じている.また 人削 り(正jJlJ]の6,300人台を
ピークにして昭和初年の減少傾｢和こつなが〔てJfT(.
このような戸｡数の変化はいろいろな態廉 を溝､つているのであるが,大正rl･期以降の戸数減少は,
前掲表6の朝鮮.出漁船数の戦少帆 ft']とはげ一致 しており, E]LE漁民,J/l朝鮮の姐 t.I,.J:-.I･方魚津 ･浦項 ･
順天･筏橋 ･羅老鳥などへ移住してい く人漣が1叫ILLて行 くのと照応 している. これ らの移住先の う
ち ｢日生町史｣によると ｢方魚辞｣について次のような記収 2)があ り,この間の軒情をかな りよく伝
えている.
｢明治-.十八年有害亀吉が姉めて此｣損こ来 りL岬は1本^(上r｢.IJ戊 (山口県人)帥_ElR=(射京人)
二人な りLと云 う｡同人は馳夫として出臥 したるが此
に釆るや 直 ちに雅 摂 小店を 聞きたるo 漸次 弛業の 中
心地とな り移住者を増加して四十三 ･L)31年頃 より､大
正六 .七年節までは 日生出漁者の集団地とな り移住者
百戸に垂んとするに至れり,有吉亀吉 (難儀店)川辺
辰拾 (同上)中村-1:1:松 (同上)南利三郎 (同 L及汎日
過)川口新一 (漁｣-Tl･)等の陸上商業に 成功者を .lHせ
り.jrl･後大正六 ･七年Ljlより配偶 の転換と-JU二枚のt.TJ
に複如 したるもの多 くIl珊 1初年四九戸在日ミせ り｣汀口
生の観光と民俗』p.69より引用)
さて人口数か減少軌向に転ずる大正末期からl17綿勅
伸 二かけての動向を考えてみよう.表 7射 1ニ｢】すると
人口は昭和15年以降の1･.-1･加帆 l'r]に転ずるまて減少帆 句















滋 8 人 1ヒ 末 娘l
大正14年 )( 正 15 年
'-て 汝 l 川 5'"lt l･013T'
-1 二 二=I 一一 二:
??? ??
商人11人 ･地主1人 (1町以上3人,10町以｣二1人)･工ヨき酎 :i･1人 ･水産業1人であったことに示
されるように,商人地主憎に.tって掌握されている.さらにIuJH寮同税納Wl.W査経て17･3)に記成されr:多
頒納税者は金谷叉市郎 (軌生業 ･地]･-税紬855円),大崎弥富 (地主高利貸 ･呉服商一一税制757円),








































女子は3510%に相当してお り,勤効力の遊休化ー ロ生Prの人口封 11功 の低下か如 IJiこ赦 しいものIC･あ
ったかを示 している.




江 3) 日生nr役喝文.lF｢庶務=FuJスル処分真山 (大正14年)にJ:る｡
4,昭和77]期の工業一耐火 レソガ工業の成立
日生町の漁業的惟格に基礎づけられて,地場資Jhの手で育成 された木造船業 ･徴嗣紫:こ対 して,旧
衣 11 昭 和 61[:･移 出 入 物 酢 の tlVi成
水 床 物 了‡生 触 3.Omil.-塩 干 魚 1,800上 ::d 417大帥870庸 … 至芸そ の 他 1 2,1 ー J掛 州 r 169 ｢ 大輔
誇 冨 一蓋 1肥 料,- … 一 l木 材 t J




























末12 昭 和 初 期 の 工 )TE 諸 =& (その1)






昭和7年の ｢統計表拐｣の記抑 こよると,∩/-Eul]'の 汎船は5トン未満の無動力船が403隻,軌力船





した表14をみると,日Jt腰 網 (大正 8年創立)は耶本金4万円の株式会社であるが.とくに【耶和11年
以降利益金の大幅な拡大がみられている.これに対 して,昭和10年に成立した日生耐火 レンガ (現在
川崎炉材日生工場-昭和19年併合)は汽本金10万円であ り,これと前後 して,昭和 9年には広瀬大阪
耐火 レンガ (昭和15年日本鋼管炉什鮎こ併合-現机馴 L白レンガ 日生工切), 昭和11年には大阪窯業
耐火 レンガ日生工場が成立した,
このT獅 口10年前後の時点で大手系列下の耐火 レンガ L業が外来曽木掌握の 卜で日生町に花出してく
る壊乱 こL対しては後に詳述するとして.この日を脚は日生町の工業化が漁業の衰退蜘 LtlJとあいまって,
日生町の経済的性格を伝統的な漁菜基調から工諾基調へ転換する窮-の耐 明であったといえる.El木
酢1頼 通 の大陸政策の具現化の中で鉄鋼jt･E則diE柴としての耐火 L,ソガ工業が大きく成長して行く過




(高 田 正 規)
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3.製 網 業









当りu)労脚部凱よ50人以下で,その規鰍 上軌跡 二比較 して大きくな･つているが'零細規模のもの~.=あっ
議1 魁 網 :T. の 推 移
MI-1巧) =′1-刈紗),l.潤-こ,'Jf:悠所統計J!,lj!t.IX,i.J.LJ削L,.i-などに1りfJF-1こ
た,このような製網袋の特だ裾上.昭和20隼代を通じて変化して.rゴrjない.昭利20年代後半の漁網r二場
は岡山Lr,l鳩 ,･邪,海)I.地･.'i-i二11T均が立地 しているが'Z), 12月から3月にかけての4カ月月r.'肋苗 変)lJて
その ちとは椎葉短節または･ト.止/JI行なうといったYi-態fL,,I;しており,tL座も殆んど,I't証 文 ′ヒ貯 二札込
tLy7;.が不可能であった.このi=めノト兼 励板の拡大や合FIl.化といった伽,'HLみら)Lず. !ト.J机 日,川Ii･.I〔
い｣の状態 L,,1-,Lていた.また･Ji安Jglと柑短Jrlの不均徹をのりきるため,-I.:IT',では撚糸との兼,:.,tl,I,i,I(-)I





魁 と共i二岡山少細 部紅川‡地域か ら安打HLて'(JっL JILJ佃 7守.a_)V_Lで一統Jl調宜結火葬』L-よると,
制約業者 土ゴ'ずか 81二切を数えるにす ぎな くfL.っているのてある.いわば1O年たらすの聞:二約半数の
工場が旋fi,消 したJjである.またni卜.の二を法嗣の他は耶35iF･fUrJ-･U)5J岡山L一相J-⊥/fJ鑑』によって作海法
Lたム 2を止uすると,笠hl･]JI榊):.',I).JにI即 日3111-'J戊J_したtJrl蛤産X:･をみるのみてある. しか もその規
髄は労御者15人でn∠l･L.の1"L合と校べて殆/VどIiり超とするに/こらない.
表 2 岡 山 県 の 徴 約 第 その1(昭和35年)
備考) my･IILl,'.";仏工年鑑j(1960版)P,36-38によF)n=J;I
さらに前掲の FILI紫統uiI調溌紡紫衣』によって舶全体の中でFl/t町の馳網JYe'･を位荘づけてみると素
3の如 くなる,この;rf料.こよるとu′Li町の上製網会比が労働常数の73% ･総出荷雛の78.6%Ji,占有 し
:E 3 岡 山 9.I- の 敏 鋼 業 その2 (岬摘137叶)
lJ'T将) F工紫統計,J肘綿乍jR･Jjjp.12,38により作 r^
あり,個人W.JH'である｡
てお ,)圧倒['伽こ高い位隈を占めていろことを認めることが出来 よう. このよう-/J:検討の結 果,私達は
同日rLI.(･南の他地域における企業か:IJ勺侮軌範の衰退-いいかえれば市域の縮少化とい う岨 兄の中で漸 域









哀 4 製網業の出入称 状況 (昭和26年)










歳5 製 網 業 の 月 別 t7FI僻 耳l'.
l 1月 2 ,J I3J, F 4n弓5,再 可 7 月 F8両 9,申 ,.11川 7 12月
S.33有 .土.-qil 嗣 4 5237 5239 ;三井 :廿 三 三冒 上 目 7, :75





の場合が67% (浪少研1.仙杜′/山大Wi傭ixlOO)であり.他の場合はいずれも80%以上を示 してお り,
季節に上ろ′仁摩規模の安臥 ま明らかに少なく三製網を通 して月外こよる扉傭数の減少 ･増加は必ずL
Ll'J/せず,fRI-i和20年代末欄までにみ′hr二帆['.]ほ乍(7Lr).lL1LCくなって†ゴり,汲網に対する了桝,lllJi龍
の拡大 ･射 ヒ封稚測することが出来る.以 上･私通;:E_戦 後における製嗣業の概況を険,;寸することに上っ
て,昭和 r咋 代以降に)FJ:ってrI了JLIF.'Li是の射 ヒにとも/i:って/L稚拙 gi.ド.li'･r･頼 み(,hたこと引用け る
こ7-_がLW.釆･r=,




/f=_稚品目別の帆 戊を表 5によって裾 ､1-してみよう.耶 口30年代初動 こおけるT]切規模を労働者数か
らみると森下利敵.HO0人規快であり,日/1.徴網 ･有-,]LIT処刑は夫/I60-45人 規模である. この槻点を
注LjLながら生産晶日の構成を入ると,昭和30年の時点-亡有=i:･Ej生搬鰍 よ析漁網等天然七ンイri臓
の製品のrh'LV,る比率が90%以上JYL]t-めている.これに対して譲 卜製網の似合.r-rhどこロソを小心とした
合成七ソイ系統の ものが70%以上をか ')て･TJtE).企賃の障掴性をJ,鋸IEJに示 している.昭和33年になる
132
蓑 6 製 嗣 菜 の 品 位 別 生 産 構 成
j l合 nTT椛 匝 漁 網 同左鰍 巨ヒ削 嗣 桓 左鵬 巨 の 可 加 工 L,i.
】 l 6 2.74,三二… I 4,.,1.1L
r寸li和 2,086.033牛 12523-8J森 下 触 網 r 5050, rf lil 言 T i n l17r9
帽 有 吉 池 網刺30 日 生 型 嗣咋克 森 下 製､J 100.0 0.322 18.4 1.8I
lTliノf133咋(%＼_ Lィ,-七 生法 嗣 10..0Jl生 製 鋼 0森 下 網 午 1 ;…j I5.6
br'lJ5)EILLlm｣職場ulrtlベ ｢恥児所統計凋並｣により作Jき








ほこの地L,Aiの代表的⊥灘である耐火 レンガjI収 ･クレー丁場 ･舶嗣11-)"Lの従T:･諸数の階層によって,
その分布を示 したものである.この幣料によると森下触網は/jlミ備地区別 旨の大規較工場であり,他の
2⊥協は等jrJl規投工場として位置づけ ･)るてあろう.
衷7 -闘 狛ul区の主要工菜規模別偶成 (昭和37年)
～50/＼ ～100 -2し0 -30 lS0 -700 ～100 一1500 1500- fT 計





たが,輸t-1!Lというほどのものでくよ/亡かっ/I.｣示)が,I耶 口27･28隼の吐 与で 従火の馴 汁としていIF=肺糸
か らナイロンこ切 り子J.:･え.原糸メーカーの仲介によ')柑仙瑞社 との結 合によってl㈲r1-TfJjでの川日加 ミ行
な3-,,it.耶 13仰 Ll14億日Ju-かr,1耶枇 81Fには8億HJLに仰rtL,岡ILl即 IFO)維矧 T･7.の'rlで'･J.舶 仰
品につ く-輪け日,ほ ,J':す ことに/i:1FLのである. 二のl川 131両7ジ7,アプリ九 八座閏などの現地に
もたびたび出かけ/,lィヤーなどと親 しくして伸 i)jの 趣向抑 二摘つかむ｣5)努力かつhiriねJれ ｢歩己
TJ1,第港に合弁会杜をJ作I)倣秋を7fn'7niL､ている.｣6) とい う状況の巾て漁網の詣ほ構造を耕すため
に合成七ソイにバラエティ ,ーk･もたせJiがr,,仰 ijの姓f㍑ 拡大を契際に して,従火の零細企業から
の脱皮がiI上されたのてある.
従ってさらに企業-の安定 と拡大JI旺 産fl,Lは して, l原糸 メ-カー,独業会社/Iどとクィアップし
て,I."'毅lL'rTJk･広げ,漁網を克るといっI二方向5)｣ iLr,とろうとしている.
(2) 立地論/J}F)みた特班
長8によって森下 ･不吉製鋼u)凹･JHI月T,i/検 .了｣Lで-Llう.これによると際材料 (撚糸)の占める
比率は75-82%を占め,製造工手冊 ､らみて槻捌 勺工FJL.をとる⊥業で,撚糸は製■'".1-亡ある漁鰍 二通故が
殆んど転移する純原料であると北に,撚糸を単 ･原料 とする⊥某である.次に指摘出氷るのは,労働




ヨ童8 製駒禁の粥川因子 (昭利3岬 )
L森 下 触 嗣 1ー.-i:1生せ網
(J-一】). (%ー (-)jlⅠ1)= (%ー
)頁 材 料燃I-u プ)労 脚 'Lリ 35.584 82.0 1,706 75.7330【 07 96;72上 : 5: ,2)
芸 芸 掴 2,;;;i
47.度 ilI計 43,410L 100.O L 2,254 100.












日 生 製 網 1 1 13 18 32




･相生 ･高砂等に立地 しており,地元に燃糸工業こそ立地 していTJ:いとはいえ原料に対する近接性と
交〕血位爪はすく､.1しているといえる.従って瀬戸祝に郡紺 rfJ=地域の中て .･il故 的閃 JFと/Lにる労働力の倶拾
Lうる地点が 立地条件として盤flElkfさか十 とこ/)だと､仙附=来る. しかし労働)]托.朋網一i':の生鮮⊥私l
E二の特賞か()号えて,その門かL-)[他 であり,ナ 亡に L二葉u_)形J'R過範1-で/;-祭 Lfこエウ:こLとLて女了























































表12 人 口 増 加 の 推 移 (その3)
ls.31ls.32.S.33ls一34Js.35
芸｢ :::i自 然 増 加 113 208 23497 101l 111 3 270 21193 10SI 17 6
転 入 317出 64tL 会 増 加 -4 打 o=Z3 :0::3, 4:……


























表14 製 網 業 の 労 働 力 僻 成




































このよう/'j:特質をとるに葦 っ･r=要田は資本関係や市場関係か らのよL･)詳細な分析を行な)っな くてけ
早急に結論i,FL得ないのであるが,71i場雄得のため原糸メーカ-や舶社 との連繋 ･タイアップを行
なわざるを得ないという森 卜一之介氏U.)発言5)と考えあわすとき,漁網昏Li造菜がその独 自の立場で帖
生産をつづけて行 く上での困難性を認めざるを得ない. しかも製網菜が技術的にも立地条件の上か ら
も独和 二成立 し得る 1二業であるだけに, もし飛隈か許 されるなら原糸 ノーカーや商社に従鵬 ･系列化




証4) ｢L臓新l札JS.39,6.28引こよると.森 卜一之介氏は ｢当時 tHJ･k前).漁網u)材料は綿糸たったれ
私のところでは麻糸を使い.染非でも特見なケースだった｣と述べている｡
証 5)同上の記Iifによる｡
(高 田 正 規)
と く に 三 製 網 に つ い て
〔≡ 製 網〕
- 目 次 -


































b 年 齢 別 性 別 偶 成
C 臨 時 厚 い と本 荘 い
d 退 職 者 と 採 用 者
V 地元>_の財政的結合について
l)常 磐 札 固 定 賢 産 税
2)従 業 員 の 所 得 税
Ⅵ 従 業Elの 俸 給 ･貸 金
a 初 汀 給
b 木T ･臨時コーの俸給 ･銭金
Ⅶ 会 社 経 営 (森 ｢製納所)
1.営 業 推 移 の 概 況
2.資 本 構 成
3.経営分析r.,fiLナる主要な比率
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軍空 海 貰叢 慧 至雲 -GI長鳥
･= _ 主 ｣ ここヱ 上 蓋 』
下 製 綿 所
えが大切である.
系列会社は.&敷レイヨン.日射LEL場に,香川yl.3,-tJ)屯井僅ti網,虫明の軌 LL製網かある.
l旦 下 製 網 所-_l







有限会社森 卜熟網所と改称する.昭和28年,-)-イF,･/ (東レ)並びに ビニロン (倉 レ) 漁網製遇販







もいては 出張所か大阪.如京,~円弧 Ln館とあり､r]生町に本J息 梶谷工lgj,日生~仁切とある.
ドイツのカールマイヤー社の高速締約戯/LとV)繊搬設肺によI),現在の生産能力は, 1カ月間て①














では三牌網を7･/ナー トの結果から分析 ･研究 lてらエ 第1衷 各社工場敷地
ラ.
n 'r 喝 敷 地
m 原 料 と 製 品
a 市 場 に つ い て
i)森 F'遡納所は,tlJi口22年設立以後朝鮮戦争まで.闇料を東蹄 ･八木 ･旺友 ･旭タウから,それ
u後は九紅 ･岩井 ･日本 トレーディソ71三井 ･虎鮒などからもn入れ.そのIL'./i:る版権先は
ノ
El魯 ･日水 ･岩井 ･住友 ･第 物産H凍施約 ･森林 ･川か∫であったか,朝鮮戦争以後は北村 ･
三共 ･木下魁約 ･明治商店が加えられ,現解決の4つに大別することができる.
①明魯 ･大洋などの1坐水産会社 L21各舶漁協 ･同連合会並びに各舶水甚試狼Ii!,･.遜全開各地
漁網販売会社 ･商社.④輸出 (詳細は′L=席のとー71で述べる)てある.
その主なる製品は,三枚嗣 ･坪網 ･底曳 ･刺網 ･海苔網ri:どで:bるが,時代の流行に応 じてゴ
ルフ網 ･スボ-ツ用ネットなども製造されている,
i)El/I-1鶴網所は大IE7J'ti.設立後カネボウ.昭T1131年頃よ7)東 レ･帝人 ･Elレから新製L'Il競売の原
料を商社を通 じて仕入れ,山陰 ･四円 ･九州r:-_市域を持ち.34年以後今日まで桃井貿易を収引
締什とし.東南アジアなどへ輸tLIJ,している.
ii)育吉製網所は現在まで伊藤忠商揖 ･八木商店か ら仕入れ, 昭和30年頃まで 西日本をは じめ全
国,また中国 ･朝鮮へ拳法遣販r/LEL その後7メリ力･トイソへ t)輸出している.
b 生 存 に つ い て
省吾SL網では.m繋よt)逐次増加し,矧 咋小は続おlJにより減少.終戦後急速な増加.21年～30年
までの拙いこ比べ.31年から年/<減少 している.
凝 2蓑 売 上 iた.i(一郎と1位円)
撫下製網所日q=_年斐網f7Trク■亡 LiSGJ,If拠網所I:-皮 I)-rIfLT':; jlL=_i.応
3S lO l 5.5 1,0
36 11.4 6.O l 1.1
37 13.5 6.6 1.1
-7ソケートより-
雛 3炎 /ヒ 産 品 (･'il如orL)
社 名 保 下 里 嗣 Ll生辿桐
す ~鑑 桓 産血EmfEJ取立 計 Jt=.産地
35 日 87 299 ー 486 18
36 217 332 549 21.5
37 260 340 600 22
-アンケートより-
次に,7ソケー ト以外に提供さ′flL森下塊納所J)JnlfL.I:S統計表を/示す.








1 17 ノ lIカ
… 仁 :,
イ
5 巨 ナ ダ
6 峠 幽
ト
7 シ ン ガ ポ ー ル
8 ガ ー ナ
ナイ ン ェ リ ア
モ p ッ コ
No. 二 組 市 lJ,JL 191 195 I
1 七 イ ロ ン
2 タ ソ ガ 二 一 カ 181 123
3 ヒ ノレ マ 214 6L;
工 /-工 1;:6 7 1……
7 ケ 二 十 108 85
8 巨 ., シ ャ 98 72l
9 ベ ネ ズ エ ラ 78 86


















(T ･.B)0.476 1 47,6%





々そのウェイ トは大になり,ビルマは3カ年の内に約71倍,ナイジェ.)アは約 7倍 JL_いう掛庄ぶ
りを示 している.なお第2図は第4表に基づいて,四ケ年平均輸出fItlの比較を図化 したものであ
る.
･'j',r5,li 漁 刑 の 'i 童 と 消 費 (全国)
一席f'哩!網捉f)I,-I
第5蓑より輸出が順調に増加していること,締rJ)生姥ニト｢とびマニラの4=.椎は31-38年にかけて,
各々約 1/4,1/28と急徴に抑少し,逆に行牡が倍増ノF:廃 され 輸出向け合軌 よ10倍にもとってい
ることがわかるであ.:)ラ.














磯 原 35qll36fF 37年 38年 39年
過 .家l50人j53人 人61⊥云人1,7^
- ア ソケー トよ り-
b.年 令 別 件 別 紙 成
i)男 子
第 9表 各社年代別男子従栗 山数
_* 甘 10代t20竺些 禦遍の(丈)
35 畔 ; 01 2 71 8
36 : I: 12 車 1 68-




漁 # 80 ;: 73Z r1;




第10表 各 社 女 子 従 jE一員 数
年度 ト虻 !10 代 120 代 30 代 40 代 そq)他 汁(人)
35 uーl 3 1 26 21l l3 l l 64
36 日 6 J 26 21 i 13 1 67
~可 R l u l 29 22 日 5 2 79
下 鳥 … 廿 4… 853741














ここで, 有 吉 製網所¢)年齢別年代変
化をみよう.
第12表 有 害 製網所の年齢別変 化
昭 和 年 令 人 放
1 歳 名
10年 19-22 3 0
20年 20-24 60
30 年 23-25 55
第13表 森 卜製網所年齢別粥成
年 令 別 38年6月 r39年6月 ;割 合
18 歳 L:1 ド 123人 179人 21
18 歳 以 上 590 694 79
C 臨時雇いと本雇いの逐年変化
第14表 本 Lと臨時_｣の逐年変化
社 L粗 雑 36 年 い 7 -i-FJ38 年 39 年











達 しているが,これに対 Lて本1二の変化はほとんどな く,一定 Lている
d 退 職 者 と 採 用 者
第15表 森 F取 柄 の 退 職 者
性 別 33年 34年 35年 36年 37年 38年
男 子 i.^L8人 人22 人ll 人15 人16
女 -(- 99 117 110 85 136 93
第16表 叫一内外別退職署と採用者
一各年出勤河より作衣- -在F魁網39年度出勤帝より作成一
採用者の女子対男了･の割合は,約 4:1.全国各地から就職する女子エElは,女子寮に入無し
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